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    ７７７７    訓練コースの評価及び改善訓練コースの評価及び改善訓練コースの評価及び改善訓練コースの評価及び改善 

 

 

 「６ 訓練の実施」により、訓練の修了時期に訓練コースの評価を行い、訓練コースの見

直し・改善を行います。それには、最初にこれまでの様々な業務の中の課題・問題点の明確

化を行います。これらの課題・問題点は、「Ⅰ 訓練ニーズの把握」、「Ⅱ 実施訓練分野

の選定」から「Ⅴ 訓練の実施」に至る基本プロセスごとに段階的に整理し、訓練の修了を

迎えるまでにあらかたの整理を終えるようにします。 

 図 1-2 に示す訓練コースの設定、運営に係る基本プロセスの「訓練コースの評価」及び

「訓練コースの改善」に関する主な取組項目は、図 7-1 に示すとおりです。 

 訓練の修了が近づくと受講生への就職支援、修了に関する事務処理等の業務に追われるた

め、本業務を定型化し、効率化を図っておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 訓練コースの評価は、単に結果だけを評価した業務の改善方法では、闇雲に無駄の多い非

効率な取り組みとなって、本来の目的を見失うことにもなりかねません。単純に結果（最終

目標地点）だけを評価して成否を論じ、改善策や対処方法を検討するのではなく、結果の善

し悪しにかかわらず、評価結果にたどり着くまでの経過と途中の目標設定の仕方、評価結果

が得られた原因を正しく把握しておくことが重要なポイントとなります。一般的に結果が思

わしくない場合は、積極的に原因の追及に取り組みます。効果・成果があった業務は、その

まま良かったとして手をかけずに見逃されやすいものです。うまくいった業務のノウハウは

明確化し、今後の業務に活用するための取り組みと仕組み作りが重要です。 

 最小限の労力とコストで与えられた目標（顧客満足度、就職率等の向上など）への達成度

やその途中の業務の取り組み方など、多面的に評価する必要があります。 

図7-1 訓練の実施に関する主な取組項目 

確認 番号 主な取組項目

訓練コースの評価 １ 

修了生及び就職先事業所へのフォローアップ調査 ２ 

課題・問題点及び効果・成果の整理と検討 ３ 

業務への取り組み状況の診断 ４ 

改善策等の検討・実施 ５ 

見直し結果の公表 ６ 
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（１）訓練コースの評価（１）訓練コースの評価（１）訓練コースの評価（１）訓練コースの評価    

評価に係る業務は、次の訓練コースの入所（入校）時期までの期間が短いことから訓

練の修了後にまとめて行うより、評価に係る業務を分散し、段階的な取り組みができる

ようにします。特に、修了生、就職先事業所からの評価を得るためには、相手先の都合

によって労力と時間がかかるので、取り組み時期と回数、評価項目の絞り込みなどの検

討を十分に行い、計画的に取り組みます。 

また、評価に関する情報を収集する場合、受講生に訓練コースの評価の目的と内容、

個人情報の取り扱いなど、事前の説明が必要です。 

毎年、訓練コースを見直すために、表 7-1 の主な評価項目を参考にして訓練コースの

評価を行います。次年度以降の評価作業に活用するためにその結果を整理して記録しま

す。 

 

表 7-1 訓練コースの主な評価項目 

確認 番号 評価項目 備  考 

 

1 訓練コースを見直してきた経過、変遷 

過去３年間のカリキュラムと変

更理由などの経過がわかる資

料を整理・保存 

 
2 

訓練コースに関する広報活動（広報、説明会、関係機

関との調整等）、就職支援・促進活動等の状況 
過去３年間の各活動状況 

 

3 

説明会等への参加者及び相談援助の利用者等、訓

練コースを認知した者の数、地域ごとの有効求職者数

との割合 

過去３年間の各活動状況 

 
4 入所（校）希望者数、入所（校）生数、入所（校）率 

入所（校）月ごとの数値データ

を整理 

 
5 訓練で習得した職業能力の明確化と活用割合 

関連職務の内容とその割合

（概数） 

 
6 満足度及び習得度の確認結果 

習得度の確認結果一覧により

把握 

 

7 受講生の就職に対する意識 

受講生の相談援助（就職相

談、キャリア相談等）、満足度

調査等の分析結果から把握 

 
8 修了生数、就職率、関連就職率 

過去３年間及び当該年度の６

月末までに把握できる数値 

 

9 就職後の就業形態、主な仕事内容 

修了生の就職状況とアンケー

ト調査等の分析結果から把握

し、訓練との関係の明確化 

 
10 前職の職務との関係 

訓練を受講する前の仕事と就

職先の仕事との関係 

 

11 
修了生及び就職先事業主の満足度、習得した職業能

力の活用、訓練に対する要望 

修了生及び就職先事業主に

対するヒアリングまたはアンケ

ートによる訓練効果及び訓練

に対する要望等の把握 

 

12 

基本プロセスごとの課題・問題点等に対する取り組み 

(ｲ) 課題・問題点の年度別一覧 

(ﾛ) 原因・要因 

(ﾊ) 改善策 

(ﾆ) 改善策の取り組み結果 

(ﾎ) 効果・成果のまとめ 

過去３年間の取り組み状況 

 

 13 訓練コースの実施結果に対する外部評価 年２回程度 
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訓練コースを評価した結果、訓練の効果・成果となる数値や事例情報は、教育訓練施

設の説明会等の広報活動、ハローワークや教育訓練施設での求職者に対する相談援助の

際に活用すると非常に効果的です。 

表 7-1 の訓練コースの主な評価項目の中で重視されている項目は、以下のとおりです。 

    

①①①①    就職支援サービス（訓練就職支援サービス（訓練就職支援サービス（訓練就職支援サービス（訓練の機会）を供給した顧客の数（応募率、入所の機会）を供給した顧客の数（応募率、入所の機会）を供給した顧客の数（応募率、入所の機会）を供給した顧客の数（応募率、入所（入校）（入校）（入校）（入校）率）率）率）率）    

訓練コースの量的評価をする場合、まず、定員数以上の入所（入校）希望者数が

必要であり、訓練コースの存在意義を説明する際の基本データの１つとなります。

また、平等性と公平性の観点から、本来全ての求職者が訓練機会の存在を認知して

いることが前提となります。 

但し、単に訓練コース名の認知では不十分です。求職者が訓練コースを受講した

後の具体的な就職事例、習得する職業能力とその職業能力でできる仕事など、個々

の訓練コースを修了した後の仕事内容や労働条件などの就職先のイメージや魅力が

認知されていることが前提です。そのため、評価項目として、求職者からの職業訓

練の相談及び入所（入校）説明会の参加者数、実際に入所（入校）した受講生数が

適切と考えられます。 

求職者が訓練コースの特長を認識しているのにもかかわらず入所（入校）希望者

数及び入所（入校）者数が改善されない場合には、訓練コースを見直すことになり

ます。 

 

②②②②    就職率、関連就職率就職率、関連就職率就職率、関連就職率就職率、関連就職率    

就職率は重要な評価項目です。また、修了した訓練コースに関連する職種、業種

への就職状況を示す関連就職率があります。就職した職場で訓練により習得した職

業能力を活用していることを評価するものです。また、就職率の参考データとして

地域の有効求人倍率や訓練コースに関連する求人数も明確にしておく必要がありま

す。 

就職率が当初の目標に達しない場合は、基本プロセスの段階ごとの原因を探って

明確化する必要があります。 

現在の経済・雇用情勢では、受講生の希望する求人のタイミングやその求人側の

要望に合わさざるを得ない場合もあり、やむを得ず中途退所（退校）をすることも

あります。その場合は、中途退所（退校）をした理由の記録が必要です。 

できれば、受講生に必要な訓練を修了してから雇用することを条件とした内定通

知をもらえるようお願いすることも必要です。そのために、求人企業先に訓練コー

スの意義や価値を説明し、訓練の理解と受講生への配慮が得られる工夫が必要です。 

なお、連続して就職率がある一定の値以下を推移した場合には、訓練コースの廃

止を含めて検討します。 

 

③③③③    就業形態就業形態就業形態就業形態    

求職者の多くは、安定した職業生活を送るために常用雇用を希望します。また、

国の社会保障制度を支える意味でも社会保険料の納付者である常用雇用による就職
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が望ましいとされています。評価項目として、就業形態（常用雇用、パート、アル

バイト、派遣）が問われることがあります。 

反面、現在の雇用形態の多様化によって、常用雇用以外の雇用形態による求人が

増え、求職者の意識も少しずつ変化しています。求職者の要望に沿った就職支援が

求められています。 

 

③③③③    前職の職務との関係前職の職務との関係前職の職務との関係前職の職務との関係    

再就職を果たした受講生については、前職の職務との関連性について把握してお

きます。職種を転換しないで職場を変えた場合と前職と異なる新たな職種へと転換

した場合とでは、受講生の負担に大きな違いがあります。訓練コースごとに職種転

換を果たせた者については、具体的に記録し、求職者への説明に活用します。 

 

④④④④    職業訓練の訓練効果・成果職業訓練の訓練効果・成果職業訓練の訓練効果・成果職業訓練の訓練効果・成果    

職業訓練は、受講生個々の生活を支える仕事を得るために訓練を行っています。

就職した仕事との関係を明らかにできる成果物が求められています。 

また、就職した職場での技能・技術の活用状況及び活躍状況を把握しておくこと

も重要な取り組みです。 

それらの例をいくつか紹介します。 

（例1） 二次元及び三次元ＣＡＤの「・・・・・図面」を作業時間○○分で描

けるだけでなく、△△の図面にある部品を「◎◎加工機」で加工でき

ます。 

（例2） 住宅リフォームに関する技能を学んだ結果、職場で写真のような仕上

がりのリフォームの仕事をしています。入所前の仕事の実務経験と合

わせると◎◎と○○の仕事に取り組んでいます。 

（例3） 写真のような○○の機能を持つシステム設計とプログラミングができ、

△△の仕様書の作成、システム提案書、顧客先でのプレゼンテーショ

ンを担当しています。 

      

以上の例の他に、求人企業の訪問や訓練成果の発表会等に求人企業を招いたりす

るなど、訓練成果物の評価を直接受けることも訓練効果の明確化と併せて一つの効

果的な就職支援活動となります。 

訓練効果・成果を明らかにするためにも、次項のようなフォローアップ調査が重

要な取り組みとなります。 

 

（２）修了生及び就職先事業所へのフォローアップ調査（２）修了生及び就職先事業所へのフォローアップ調査（２）修了生及び就職先事業所へのフォローアップ調査（２）修了生及び就職先事業所へのフォローアップ調査    

        （付録４「フォローアップ調査票の作成事例（離職者訓練）」参照）（付録４「フォローアップ調査票の作成事例（離職者訓練）」参照）（付録４「フォローアップ調査票の作成事例（離職者訓練）」参照）（付録４「フォローアップ調査票の作成事例（離職者訓練）」参照）    

習得度の確認は、訓練の実施期間中に確認するものです。修了生及び修了生が就職し

た事業所に対しては、就職してから３ヶ月以上を経過した後にフォローアップ調査を実

施する必要があります。 

アンケートという方法もありますが、具体的な情報が得られにくく、信頼性の点から
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も若干問題があります。できるだけ修了生、就職先事業所から生の声を聞き取るヒアリ

ングにより訓練カリキュラム及び指導方法等を見直していきます。 

実施したヒアリング結果を整理・分析し、習得した職業能力の活用状況と就職した際

に不足していると思われる職業能力、企業から要望される職業能力を把握します。また、

ヒアリングにおいて、企業業績への影響または、訓練コースの意義が証明できる好事例

などが把握できた場合は、広報及び訓練コース説明会等で活用できるように整理してお

きます。ヒアリングは、相当労力と時間を必要としますので、求人ニーズの把握、広報、

及び求人開拓等の業務と兼ねて取り組めるよう効率化に努めます。 

しかし、修了生及び就職先事業所の仕事の都合でヒアリングが困難な場合には、アン

ケートによって実施します。修了生には、アンケートの依頼とともに職場で抱える課

題・問題など支援等に役立つ相談や短期間の能力開発セミナー等の案内を行います。就

職先事業所へのアンケートは、ヒアリングと異なり、実際の担当者以外の者が記載する

場合があるので、具体性と信頼性が低くなります。実際の担当者に事前に電話でアンケ

ートを依頼するか、別途行うヒアリングと併用して実施します。また、修了生と同様に

アンケートの依頼とともに職業訓練に関する各種情報の提供を行います。 

但し、修了生及び就職先事業所訪問において、希に採用された修了生が訪問すること

を固辞する場合があり、修了生の感情に配慮する必要があります。個人情報の取り扱い

にも十分に留意しつつ修了生及び就職先事業所の感情を損ねないような柔軟な対応が必

要です。 

 

（３）課題・問題点及び効果・成果の整理と検討（３）課題・問題点及び効果・成果の整理と検討（３）課題・問題点及び効果・成果の整理と検討（３）課題・問題点及び効果・成果の整理と検討    

①①①①    訓練以外の業務に関する課題・問題点等訓練以外の業務に関する課題・問題点等訓練以外の業務に関する課題・問題点等訓練以外の業務に関する課題・問題点等    

訓練ニーズの把握、訓練コースの説明から入所（入校）選考、訓練実施前の準備、

就職支援活動等、直接的な訓練時間以外に取り組む業務の課題・問題点は、その業

務の区切りごとに、その都度、指導員（講師）同士で話しあう機会を日常的な業務

の中で定例化を図り、話し合ったことを形式知化して互いに共有化します。そのた

めの様式を定型化して記録しておきます（メモ程度でもよい）。 

 

②②②②    訓練中の課題・問題点等訓練中の課題・問題点等訓練中の課題・問題点等訓練中の課題・問題点等    

教科の科目ごとの課題・問題点等は、その科目ごとに訓練中、または習得度の確

認等の際に気付いた事実とその意見・感想を、その都度、指導案または定型化した

共通の様式（ノート等）に記録しておきます。 

特に、到達水準に対する達成度の確認及び知識と技能の程度を測定する訓練課題

評価から判明する課題・問題点等は、具体的な課題・問題点を浮き彫りにする良い

材料となります。訓練以外の業務と同様に、指導員（講師）同士の定例の話し合い

で共有化を図ると効率的です。 

 

③③③③    課題・問題点及び効果・成果の検討課題・問題点及び効果・成果の検討課題・問題点及び効果・成果の検討課題・問題点及び効果・成果の検討    

これまでに抽出した課題・問題点、効果・成果のあった取り組み等について、検

討作業の効率化のために、基本プロセスの各段階、「Ⅰ 訓練ニーズの把握」、
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「Ⅱ 実施訓練分野の選定」、「Ⅲ 訓練カリキュラムの設定」、「Ⅳ 訓練実施

に向けた準備」、「Ⅴ 訓練の実施」、「Ⅵ 訓練コースの評価」ごとに整理し直

します。 

整理した課題・問題点ごとに、その他の整理した各種資料を参考にして、これま

での取り組み経過とその理由や原因について同僚指導員（講師）及び管理職等と議

論しながら改善策の検討を行います。 

同様に、前回よりも改善・向上した点、効果・成果が認められた取り組みについ

ても、一つの業務の成功プロセスとして、その理由や原因とその取り組みプロセス

を今後のためのノウハウとして整理しておきます。 

 

（４）業務への取り組み状況の診断（４）業務への取り組み状況の診断（４）業務への取り組み状況の診断（４）業務への取り組み状況の診断    

毎回同じような訓練コースの評価結果と課題・問題点が取り上げられ、期待した改善

効果が得られず、真の課題・問題点が把握できずに的確な打開策に窮するという状況に

おいては、一連の業務に取り組む過程（プロセス）を診断する方法が適切です。 

業務の取り組み状況を診断する一つの方法を、以下に示します。 

 

①①①①    診断の目的診断の目的診断の目的診断の目的    

訓練コースに課せられた目標値に達しない訓練コースであって、有効な改善策を

見いだせない場合に、基本プロセスの段階ごとに業務の取り組み状況を診断し、真

の課題・問題点を明確化するとともにそれらの原因、要因について的確に把握でき

ることを目的とします。 

もちろん、診断を実施する前に不具合の原因が明白な場合は、診断を実施する必

要はありません。すみやかに改善策を検討・実施します。 

 

②②②②    診断の準備診断の準備診断の準備診断の準備    

((((ｲｲｲｲ))))    取組項目及び評価項目、各々の評価指標及び評価基準の整理取組項目及び評価項目、各々の評価指標及び評価基準の整理取組項目及び評価項目、各々の評価指標及び評価基準の整理取組項目及び評価項目、各々の評価指標及び評価基準の整理    

基本プロセスである「Ⅰ 訓練ニーズの把握」～「Ⅴ 訓練の実施」、「Ⅵ 訓

練コースの評価」の段階ごとの業務の取組項目と評価項目を整理します。次に整理

した取組項目または評価項目ごとに評価指標及び評価基準を設定します。整理した

評価指標及び評価基準をそのまま活用して診断しても構いませんが、特に地域性に

依存するような取組項目については、その評価指標及び評価基準をより地域の実態

に合わせて診断できるよう加除・訂正を行って準備します。 

評価基準は、具体的に評価指標とした業務の取り組み状況が質的にも量的にも診

断できる具体的な内容にします。 

簡易的に診断の評価指標及び評価基準を整理し、準備する方法としては、効果・

成果が現れている訓練コースの取り組み状況とそのポイントを基本プロセスごとに

整理し、診断するための評価指標及び評価基準とする方法もあります。具体的には、

次の(ﾛ)のとおりです。 

    

    



７ 訓練コースの評価及び改善 

- 71 - 

((((ﾛﾛﾛﾛ))))    取組項目及び評価項目ごとの成功業務プロセスの整理取組項目及び評価項目ごとの成功業務プロセスの整理取組項目及び評価項目ごとの成功業務プロセスの整理取組項目及び評価項目ごとの成功業務プロセスの整理    

プロセス管理で最も重要なことは、訓練現場における成功業務プロセスを構築す

ることです。いわゆる職業訓練におけるビジネスモデルの構築です。このビジネス

モデルの構築は、それぞれの地域の特性に応じて各教育訓練施設が試行錯誤しなが

ら構築するものです。 

訓練コースの利用者等から客観的な評価を得ながら、各々の施設における業務改

善の過程の中で、成果とともに省力化、効率化が図れる最適な業務プロセスを“成

功業務プロセス”と位置づけ、取組項目又は評価項目ごとに詳細な業務プロセスを

整理します。その成功業務プロセスごとに診断する方法も有効です。 

 

（（（（成功業務プロセスの構築手順）成功業務プロセスの構築手順）成功業務プロセスの構築手順）成功業務プロセスの構築手順）    

主な手順は、以下のとおりです。 

a 最初に取り組むべきことは、現在行っている業務プロセスの明確化であり、現

在の業務プロセスの明確化（洗い出し）を行う。 

b 比較的手間（労力）のかかっている業務や改善成果の上がらない業務について

は、一度その業務の取り組みプロセスを図・表を用いて記録し、文書化して見

えるようにする。 

c 一方で、同様の業務を行っている部署があり、そこでは成果の上がっている業

務があれば、その取り組みプロセスを明確にし、検討する。 

d 表 7-2 の地域性等の留意事項に配慮する。 

 

表 7-2 地域性等の留意事項 

確認 番号 項目 

 （地域性） 

 1 人と物流に大きな影響を与える環境、交通網などの地理的条件 

 2 地域の産業構造（主要産業業種、企業規模、工場等の立地条件など） 

 3 雇用・失業情勢（失業率、有効求人倍率、求人数など） 

 4 都道府県ごとに策定する産業誘致・育成政策 

 
5 

都道府県ごとの労働政策や職業能力開発に関わる労働関係機関の取り組

み 

 6 訓練施設の規模、対応できる技術分野、設備機器などの実施体制 

 （多様性） 

 1 訓練対象者の特性 

 2 訓練の専門分野 

 3 人材ニーズ等 

 

((((ﾊﾊﾊﾊ))))    診断を要する訓練コースの課診断を要する訓練コースの課診断を要する訓練コースの課診断を要する訓練コースの課題・問題点の整理題・問題点の整理題・問題点の整理題・問題点の整理    

（付録５「課題・問題点総括表」及び「業務プロセス明確化シート」参照）（付録５「課題・問題点総括表」及び「業務プロセス明確化シート」参照）（付録５「課題・問題点総括表」及び「業務プロセス明確化シート」参照）（付録５「課題・問題点総括表」及び「業務プロセス明確化シート」参照）    

訓練コースごとに抱えている課題・問題点と訓練コースごとの課題・問題点から

あらかじめ想定される要因・原因を表（任意様式）に整理します。また、従来の業

務の取り組み方法、取り組みプロセスの整理を行います。 

整理の具体的方法は、訓練コースを実施する教育訓練施設ごとに適切な様式を作
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成します。 

 

((((ﾆﾆﾆﾆ))))    診断の対象者診断の対象者診断の対象者診断の対象者    

診断の対象者（以下「対象者」という。）は、指導員（講師）だけではなく、管

理職も同様に診断を行いますが、必要に応じてプロセスの段階ごとに適切な対象者

を選定して、診断を実施します。 

 

③③③③    診断の実施診断の実施診断の実施診断の実施    

((((ｲｲｲｲ) ) ) ) 診断する項目診断する項目診断する項目診断する項目    

取組項目の評価指標及び評価基準ごとに取り組み状況を診断します。判定基準は、

評価基準ごとに以下の５段階の判定基準で取り組み状況を判定します。 

a 十分取り組んでいる。 

b 一部取り組んでいる。今後、十分な取り組みを行う予定である。 

c 一部取り組んでいるが、これ以上取り組むことを考えていない。 

d 取り組みたいと考えているが、現状では取り組めていない 

e 取り組む予定はない。または、全く取り組んでいない。 

 

((((ﾛﾛﾛﾛ) ) ) ) 診断の個人差診断の個人差診断の個人差診断の個人差    

対象者が個人の場合、対象者の実務経験の差により診断結果が左右される場合が

あります。評価指標及び評価基準に対する認識の違いが生じ、診断結果に差異を生

ずる場合があります。また、プロセス管理の考え方や認識が異なることで、診断へ

の取り組みに差が生ずる場合もあります。 

 例えば、比較的経験の少ない指導員（講師）で積極的な取り組みを行っている者

は、今回の診断は非常に役立ったという感想を持つ場合がある反面、ベテランの指

導員（講師）からすると評価指標及び評価基準にもっと高いレベルを求めるなど、

診断自体の動機付けの意識が低い状態で診断することもあります。 

具体的な事例を以下に示します。 

 

（事例：「公的機関等の調査報告書からのニーズ把握」に対する取り組みの差異） 

a 公的機関等の調査報告書を読んだ。 

b 公的調査報告書を読んで、要点について整理した。 

c 公的調査報告書の要点を整理した後、受講生等に情報提供した。 

d 公的調査報告書の要点を整理した後、地域の状況と比較して就職相談等に活用し

た。 

e 公的調査報告書の要点を整理した後、マクロ的な傾向を把握し、地域ニーズの分

析結果と比較して将来の需要予測に活用した。 

 

このように評価指標及び評価基準の診断結果には、実務経験の度合いや業務への

取り組み意識による差異が生じますので、対象者の十分な理解と動機付けが重要と
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なります。また、対象者本人とのヒアリングを併用して診断結果をまとめる必要が

あります。 

 

((((ﾊﾊﾊﾊ) ) ) ) グループ診断グループ診断グループ診断グループ診断    

個人の診断では診断効果が期待通りとならないと判断された場合は、対象者を訓

練コース担当部署など、グループ単位で診断します。 

訓練コース又は教育訓練施設としての組織的な診断を同じ評価基準で行うことは、

管理職、指導員（講師）の業務に対する理解の違いや取り組み姿勢及び取り組み方

法の違いが把握でき、業務の改善に資する発見と気付きがあります。その結果を基

に担当者間の訓練業務に取り組む意識の統一が図れます。 

 

((((ﾆﾆﾆﾆ) ) ) ) 診断結果の見方診断結果の見方診断結果の見方診断結果の見方    

診断結果は、レーダーチャート、バランスシート等、様々な手法がこれまでにも

使用されています。適切な方法にて表示して比較できるよう工夫します。 

 

（５）改善策等の検討・実施（５）改善策等の検討・実施（５）改善策等の検討・実施（５）改善策等の検討・実施    

①①①①    改善策等の検討改善策等の検討改善策等の検討改善策等の検討    

課題・問題点の検討を行った項目について、業務プロセスの段階ごとに改善策と

その改善の実施時期及び具体的な方法について検討をします。検討した結果の中で

関連するものがあれば、できるだけ共通化して効率的な取り組み方法とします。 

 

診断の結果から課題・問題点の原因の特定とその改善策は、教育訓練施設で設置

している既存の委員会等を活用して、表 7-3 を参考に検討します。 

 

表 7-3 改善策の検討とその手順 

確認 番号 項目 

 
1 

診断結果について、他の訓練コースと比較し、分析を行い、原因を特

定する 

 
2 

プロセス項目ごとに整理した課題・問題点ごとに従来の取組方法や原

因等を一つの表に整理する。 

 3 整理した表により、省力化・効率化に配慮した改善策の検討を行う。 

 
4 

検討した経過と取り組む改善策については、先の表に追加し、担当者

全員に周知する。 

 5 改善策の実行に際しての役割と分担を決める。 

 

②②②②    改善策等の実施改善策等の実施改善策等の実施改善策等の実施    

教育訓練施設だけでは解決が難しい課題・問題点は、教育訓練施設だけではなく、

同様の訓練コースを設定・運営している他の教育訓練施設に協力を仰ぎ、効率よく

改善を進めます。 

また、地域の訓練現場で構築した成功業務プロセスだけでなく、全国の業務プロ

セスの情報を常に入手しながら、訓練現場だけでは解決できない共通的な課題や問

題を解決するために、関係機関と相談しながら訓練現場の課題・問題点の解決を図
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ります。 

 

改善策を実施する際には、表 7-4 に留意します。 

 

表 7-4 改善策の実施に係る主な留意事項 

確認 番号 項目 

 
1 

訓練コースの目標値を達成できるよう担当部署（担当者）ごとの目標値を

明確化し、職員にいつでも見えるように掲示する。 

 
2 

改善策ごとの役割分担と改善を達成する目標期日を記載した表を作成

し、周知する。 

 3 同表により途中経過の進捗状況が見える工夫をして掲示する。 

 
4 

改善策の実行途中で生ずる新たな課題・問題点など、進捗状況について

改善策を検討した委員会等において報告する。 

 5 改善結果について作成した表に追記する。 

 6 訓練コースの見直し経過について整理する。 

 

7 

改善策を実行した後に成果が上がった業務プロセスは、成功業務プロセ

スとして再整理し、ノウハウを共有化するために適切な時期に発表できる

よう準備をする。 

 

8 

全国の教育訓練施設で保有する訓練現場からの様々な成功業務プロセ

スや好事例、訓練現場で工夫した手段・手法を訓練ノウハウとして共有化

しながら成功業務プロセスの構築を図る。 

 
9 

新たなノウハウを積み上げて、常に職業訓練を取り巻く環境の変化に適

応し、変化に合わせた改善を継続的に実施する。 

 
10 

個々の教育訓練施設で解決できない課題・問題点、効率化・省力化は、

関係機関に対して協力を求める。 

 

③③③③    改善策等の実施に係る管理表の作成改善策等の実施に係る管理表の作成改善策等の実施に係る管理表の作成改善策等の実施に係る管理表の作成    

基本的なプロセスごとの取組項目及び評価項目、取組項目及び評価項目ごとの評

価指標、評価基準について整理しましたが、実際の訓練現場では、担当部門ごとに

それぞれの業務の目標設定を短期的目標、中期的目標、長期的目標に区分し、それ

ぞれの目標に沿った業務の進捗状況を担当者全員が確認できるための業務目標のス

ケジュール管理ができる表を既存の様々な管理表を参考にして作成します。 

作成にあたっての留意点は、表 7-5 のとおりです。 

 

表 7-5 管理表等の作成に係る主な留意点 

確認 番号 項目 

 1 職員全員にいつでも見える管理表となっている。 

 
2 

管理表は、職員全員で議論しながら作成する。議論の過程により理解を

深めることが重要である。 

 
3 

職員個人、グループ（訓練科、プロジェクトチーム、各種委員会など）、施

設単位で目標設定を行う。 

 
4 

目標は、訓練業務に課せられた中期目標だけでなく、日常的に検討する

事項や解決すべき課題も目標として設定する。 

 
5 

目標設定は、短期（日常）、中期（３ヶ月、４半期）、長期（１年、３年）の３段

階で設定する 

 
6 

短期、中期、長期ごとの目標に対する仕事の納期と業務の進捗状況が年

間スケジュールを見ながら確認できる。 
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7 

最終目標までの結果だけを求める計画表ではなく、検討経過（プロセス）

を重視した途中の短期的目標とその行動の予定と実績が見えるような工

夫をした計画表とする。 

 

8 

業務に取り組む目標が、管理表等を作成することを目的とした内容にすり

替わらないようにする。一度作成した後は、重複やムダを極力省き、職員

が見やすくて理解しやすいシンプル（簡素）な管理表に改善していく。 

 

（６）見直し結果の公表（６）見直し結果の公表（６）見直し結果の公表（６）見直し結果の公表    

訓練コースを見直した結果は、所定の手続きを経て具体的な事例とともに教育訓練施

設のホームページや様々な機会を通じて公表することが望まれます。公表することは、

教育訓練施設が実施する公共職業訓練の価値と存在感を示すための一つの取り組み方法

であり、公共職業訓練に対する地域からの信頼と信用を得ることができます。 

求職者及び受講生並びに企業等に対し、訓練コースの見直しに含めて訓練内容及び訓

練の成果等を積極的に情報提供することによって、各訓練コースを利用する側からの安

心感・信頼感を与えられます。情報提供の項目については、表 5-9（再掲）に追加して表

7-6 を参考にしてください。 

 

     表 5-9 訓練コースの主な情報提供の項目（再掲） 

確認 番号 項目例 

 1 訓練コースの修了後に就職できる職種 

 2 職種に関する主な職務と仕事内容 

 3 訓練コースに関連した求人票に記載される職種名と仕事内容 

 4 修了生の前職と就職した職種 

 5 これまでの修了生が就職した主な職種と仕事内容 

 6 訓練で習得した職業能力の活用状況（訓練の結果できる仕事など） 

 7 就職先事業所での就業形態 

 8 修了生の賃金実績（年代別平均給与（前年度実績）） 

 9 修了生の主な就職先 

 10 訓練修了時に取得できる資格 

 11 訓練中に受講生が任意に取得する資格 

 12 受講条件（特に、訓練コースに関する実務経験など） 

 13 訓練カリキュラム、科目ごとの内容等 

 
14 

訓練による仕上がり状況（指導方法、月別の訓練内容、イラスト（写真等）に

よる訓練課題などの成果物） 

 15 就職率 

 16 修了後（就職後）のスキルアップの支援サービス 

 

表 7-6 情報提供が期待される主な項目 

確認 番号 項目 

 1 受講生の入所（入校）時の職業能力と修了時の職業能力の比較 

 2 訓練課題の評価事例（企業から評価を得た事例が適切） 

 3 訓練状況を案内できるビデオ 

 4 修了生からの意見、感想 

 5 就職先事業所からの意見、感想 

 6 訓練コースの見直し結果とその改善効果 
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◇ 製造業：製造・加工部門（一部抜粋） 

 １ 職業能力体系（職務別能力要素の細目） ....................79 

 ２ 職業能力体系と訓練カリキュラムとの関連図 ...............81 

＊ テクニカルオペレーション科の事例 

 

◇ 全業種：事務・営業部門（一部抜粋） 

 １ 職業能力体系（職務別能力要素の細目） ....................85 

 ２ 職業能力体系と訓練カリキュラムとの関連図 ...............86 

＊ ビジネスワーク科の事例 

 

◇ 職業能力体系を作成するための職務分析表（一部抜粋） 

 １ 職務構成表（燃料電池に関する仕事） ......................88 

 ２ 職務分析調査票（燃料電池の設備施工） ....................89 

＊ 技術革新等で、新たな職務とその仕事が発生する場合は、その職務構成と

仕事内容を明らかにするために上記の表を作成しながら検討します 

 

 

付録１ 

生涯職業能力開発体系 
～職業能力体系（例）～ 

（一部抜粋） 





































 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 委託訓練カリキュラム（事例またはモデル） 

 １ ＩＴシステム科 .............................................. 99 

 ２ 営業・販売実務科（日本版デュアルシステム） ............... 100 

 

◇ システム・ユニット訓練に関するカリキュラム表（抜粋） 

 １ ユニットシート ............................................. 102 

 ２ システム編成シート ........................................ 103 

＊ システム・ユニット訓練方式は、雇用・能力開発機構が実施する離職者訓練

で活用している方式で、１つのユニットは、３日間（18 時間）。システムは

１ヶ月（108 時間） 

＊ 上記は、テクニカルメタルワーク科の事例 

 

◇ その他 

 １ 教科の科目一覧表（生産技術科）.......................... 104 

＊ １年以上の訓練で使用している履修科目一覧表、単位制で訓練を実施してい

る教育訓練機関は、時間数の欄が単位となっている。 

   

 

付録２ 

各種カリキュラムシート 
（事 例） 
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委託訓練カリキュラム 
実施施設名 ○○○○      

訓練科目 ＩＴシステム 科

訓練期間 
平成 17年＊月＊＊日～平成 17 年＊月＊＊日

（3 か月） 
各 9：30～16：30（6 時間） 

就職先の

職 務 

（一般事務・営業職・ 
営業アシスタント・ 
システム管理者など） 

訓練目標 
情報技術を活用した業務の効率化、システム化に必要な知識(コンピュータネットワー

ク・システム開発など)と技能を習得する。習得した職業能力の証明として｢パーソナルコン

ピューター利用技術認定試験｣・｢初級システムアドミニストレータ試験｣等の資格取得を目指す。

仕上がり像 
職場におけるＩＴの推進者として、コンピュータのハードウェア・ソフトウェア・ネッ

トワークなどの知識と技能を活用した情報戦略の立案、職場内の各部門の業務の効率化

の支援、さらにエンドユーザーの立場からグループ内の情報化を推進できる即戦力とし

て活躍できる。 
科    目 訓  練  の  内  容 時間

パソコン概要 ハードウェア(CPU・メモリの役割、記憶装置と周辺装置な

ど)、ソフトウェア(OS・アプリケーションなど) 6

個人情報取り扱い教育 個人情報とその重要性、個人情報の扱い方と管理方法など 3

ﾈｯﾄﾜｰｸ・情報倫理教育 ネットワークの概念と種類(LAN・WAN)、フォルダ共有、セ

キュリティの重要性、ウィルスとその脅威、ネチケットなど
3

情報技術活用 会社の構成・業務知識、パソコン・ソフトの仕組み、過去の業

務改善事例と改善に必要な各種情報技術の活用方法など
168

就職支援 履歴書の書き方、ビジネスマナー、面接指導など 6

その他 入所式、修了式、オリエンテーション 6

学 
 
 
科 

  

パソコン基礎 パソコンＯＳの基本操作、ファイル・フォルダ操作など 6

ワープロ アプリケーションの共通機能、ワープロソフトの基本操作と

活用（入力・編集、書式設定、表作成、ｸﾞﾗﾌｨｯｸ操作など）
24

表計算 表計算ソフトの基本操作と活用（入力・編集、数式と関数、

書式設定、表操作、印刷、グラフ作成など） 24

インターネット・メール インターネット・メールソフトの基本操作と活用（ホームペ

ージの仕組み、効率よい検索方法、電子メール活用など）
6

Web デザイン・HTML ホームページソフトの基本操作と活用、HTML について、画

像処理ソフトの基本操作など
24

データベース データベースの基本操作と活用（テーブル・クエリー・フォ

ーム・レポート・マクロなど）
48

  

実 
 
 
技 

  

訓 
 
 
練 
 
 
の 
 
 
内 
 
 
容 

訓練時間総合計   324 時間（学科 192 時間、実技 132 時間）

主要な機器設備 
（参  考） 

・パソコン及び各種アプリケーション 一式 20 セット（一人１セット） 

・インターネット利用環境（メールアカウント提供） 

 

・｢IC3 試験｣、「Microsoft Office Specialist 試験」、その他「ベンダー資格」受験環境有り 

・テキスト代 \15,000(税込) 

 

注）日別計画表については、別紙様式にて添付してください。注）日別計画表については、別紙様式にて添付してください。注）日別計画表については、別紙様式にて添付してください。注）日別計画表については、別紙様式にて添付してください。    
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日本版デュアルシステム（委託訓練活用型） 

委託訓練モデルカリキュラム 

 
訓練科名 営業・販売実務科 
訓練期間 座学訓練３ヶ月＋職場実習１～２ヶ月

就職先の職務 営業・販売関係従事者 

訓練目標 営業・販売におけるヒューマンスキル及びＩＴ活用技術を身につけ、営業の実務

及び営業の分析、企画能力を習得する。 
仕上がり像 企業人としてビジネスの基礎を確実に身につけ、営業・販売におけるコミュニケ

ーションを図り、営業・販売活動ができる。さらに、情報を整理し、営業・販売の

総合的なプランニングを図り、立案・展開ができる。 
 科目 科目の内容 時間 

営業基本 来客応対スキル、電話応対スキル、ビジネスマナースキ

ル、職場におけるコミュニケーションの注意点 １８

営業実践技法 営業技法（チームワークにおけるコミュニケーション、

セールストーク、顧客ニーズのつかみ方、営業における

ＰＤＣＡ） 
３６

学 
 

科 

マーケティング概要 マーケティング概要、マーケティング分析、計数管理手

法の知識 １８

データ活用 
 

文書作成・数値処理・データ処理の基礎と活用概要（Ｏ

Ｓ、操作） ３６

データ活用技術 
 

数値管理、データ処理・活用技術演習（表計算、データ

ベース等による帳票作成） ５４

営業実務 営業技法（観察の仕方、顧客の心のつかみ方、折衝力強

化等のロールプレイング） 
プレゼンテーション技法（企画の仕方、効果的なプレゼ

ンの仕方等のロールプレイング） 

５４

営業実践実務 セールストーク技法（フィードバック技法、論理的帰結

技法、指示技法、焦点付け技法、明確化技法、言い換え

技法等のロールプレイング） 
営業実践技法（問題解決技法、クレーム対応の基本原

則、クレーム処理等のロールプレイング） 

７２

実 
 

技 

マーケティング実践 マーケティングマネジメントによる企画書作成 ３６

 
 
 
 

練 
 
 
 

の 
 
 
 

内 
 

 
 

容 

職
場
実
習 

安全衛生 
 接客接遇 
営業販売事務処理 

 訪問営業技法 
 販売技法 
 

安全衛生 
 接客接遇の実践 
営業販売事務処理の実践 

 訪問営業技法の実践 
 販売技法の実践 
 （詳細については、ｂ-1-2 を参照） 

１０８

～  

２１６

計 
 ４３２

～  
５４０

主要な設備

機器（備考） 
パソコン一式、アプリケーションソフト 
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日本版デュアルシステム（委託訓練活用型） 

委託訓練モデルカリキュラム（職場実習） 

 
○訓練科名 営業・販売実務科 
○訓練施設  
○訓練内容 職場実習 

仕上がり像 営業・販売事務（請求、領収、帳簿等の記載処理事務、営業・販売促進資料の作

成）の実務実習により、各種商品の知識及び販売手法、営業手法を習得する。 
 教科目 教科の内容 訓練時間 

実技 

 
・接客接遇 
 
 
・文書作成 
 
・営業・販売実務 
 
 
・クレーム処理 

 
・接客応対の基本、接客用語の使い方等によ

る受付、案内、来客対応、接客マナーによ

る電話応対 
・ＯＡ機器操作によるビジネス文書作成実

務、 
・商品知識、ディスプレイ、接遇実務、請

求、領収書等の流れと売上帳等の記帳処理

実務 
・クレーム対応の基本原則、クレーム処理等 

18～36Ｈ

18～36Ｈ

36～64Ｈ

18～54Ｈ

Ｏ 
 
 
 

Ｊ 
 
 
 

Ｔ 

その他 ・安全衛生 ・ＯＡ機器操作等における安全衛生 
・オリエンテーション 

12Ｈ
6Ｈ

合計  
１～２ヶ月職場実習 108Ｈ～

216Ｈ
 
※ モデルカリキュラムの訓練時間については、１日を６時間として表記しているが、 
職場実習は、企業において実施していることから、企業の１日の就業時間に置き換 
えて実施することとして、差し支えないこと。 
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 シ様式第１－３号

                 

氏　　名

ユニット ＴＩＧ溶接（下向きビード置き） 分類番号 MU202-0200-1
自　己
評　価

指導員
確　認

学科 実技

ＴＩＧ溶接の基礎 4

知識

ＴＩＧ溶接装置の 1

取り扱い

直流（ＤＣ）ＴＩ 6

Ｇ溶接による溶接

施工

交流（ＡＣ）ＴＩ 7

Ｇ溶接による溶接

施工

安全衛生

4 14

修了基準

訓練技法等

使用する機械
器具等

備　　考

　※自己評価欄にはＡ、Ｂ、Ｃを記入する。

※安全に関する項目は、上記実技時間と学科時間に含む。

(1)安全における要点

(2)衛生における要点

(6)Ｔ継手の水平すみ肉溶接

(3)クリーニング作用の観察

(4)溶融状態の観察

(3)溶融状態の観察

(4)角継手の下向きすみ肉溶接

(5)Ｔ継手の水平すみ肉溶接

(5)角継手の下向きすみ肉溶接

(1)アークの発生とトーチの保持角度

(6)ステンレス鋼及びアルミニウム（合金）の特性

(1)溶接装置各部の取り扱い及び点検

(1)ＴＩＧ溶接の原理と特徴

(3)溶接機各部の調整

(2)トーチの取扱い

(2)電源と極性の選択

(3)クリーニング作用

(4)溶接施工法

(5)タングステン電極の種類

ユ　ニ　ッ　ト　シ　ー　ト

教科の細目
訓 練 時 間

内　　　　　　　　　　　容

到達水準

(1)ＴＩＧ溶接の基礎知識について知っていること

(2)ＴＩＧ溶接装置の取扱いができること

(3)下向きビード置きができること

(4)角継手の下向きすみ肉溶接ができること

(6)安全衛生作業ができること

(5)Ｔ継手の水平すみ肉溶接ができること

別紙、課題評価基準表

グループ学習方式、課題学習方式

ＴＩＧ溶接装置一式、保護具、器工具一式

(2)下向きビード置き

(1)アークの発生とトーチの保持角度

(2)下向きビード置き
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◇ 訓練到達目標に対する習得度の自己確認 

 １ 習得度自己確認シート...................................... 107 

 ２ 習得度自己確認結果集計表 ................................. 108 

 

◇ 事務系の課題評価 

 １ 確認・評価用課題（例） ................................... 109 

 ２ 訓練課題評価シート ........................................ 111 

＊ ビジネスワーク科の事例 

 

◇ 営業系の課題評価 

 １ 確認・評価用課題（例） ................................... 112 

 ２ 訓練課題評価シート ........................................ 115 

＊ セールスビジネス科の事例 

 

◇ 製造系の課題評価 

 １ 確認・評価用課題（例） ................................... 116 

 ２ 訓練課題評価シート ........................................ 117 

＊ テクニカルメタルワーク科の事例 

 

 

付録３ 

習得度測定 

（参考例） 





付録３　習得度測定（参考例）

〈記入例〉

科　　　名　　　：　テクニカルメタルワーク科

仕上がり像１　：　被覆アーク溶接、半自動アーク溶接による鉄鋼材の各種溶接施工及び施工管理ができる。

受講前 受講後 １ ２ ３ ４ ５

2 アーク溶接の基礎知識について知っている 0 3

3 交流アーク溶接装置の取扱いができる 0 4

4 下向きビード置きができる 0 3

5 関係法令を知っている 2 4

6 電撃防止器の取扱いができる 0 3

7 溶接作業の安全衛生作業ができる 2 5

8 水平すみ肉溶接ができる 0 3

9 下向きＩ形突合せ溶接ができる 0 3

10
下向きＶ形突合せ溶接（中板・裏当て金なし(N-2F)）の溶接施工につい

て知っている
0 3

11 下向き溶接条件の設定ができる 0 3

12 下向き溶接棒の選定ができる 0 3

13 下向きＶ形突合せ溶接（中板・裏当て金なし(N-2F)）ができる 0 3

14 下向き溶接について曲げ試験により判定ができる 1 4

15 立向きビード置きができる 0 3

16 立向き溶接条件の設定ができる 0 3

17 立向き溶接棒の選定ができる 0 3

18
立向きＶ形突合せ溶接（中板・裏当て金なし(N-2V)）の溶接施工につい

て知っている
0 3

19 立向きＶ形突合せ溶接（中板・裏当て金なし(N-2V)）ができる 0 4

20 立向き溶接について曲げ試験により判定ができる 2 4

59 被覆アーク溶接による溶接条件の設定ができる 1 3

60 被覆アーク溶接による鉛直固定管の溶接ができる 0 3

61 被覆アーク溶接による水平固定管の溶接ができる 0 3

62 安全衛生 安全衛生 安全衛生作業ができる 1 4

指導員

確認

指導員

確認

　　　　〈参考様式１〉

※自己確認を行うときには、以下の基準を参考にすること。

　 この時、知識の到達度に関して確認する場合には、「○○ができる」を「○○が説明できる」と読み替えて判断すること。

　　　【自己確認基準（数値）】

　　　　　　０　：　全く知らない、又は、できない

　　　　　　１　：　聞いたことがある、又は、見たことがある

　　　　　　２　：　他の人に聞いたり、アドバイスや指導を受ければできる

　　　　　　３　：　テキストや資料（配付資料、参考書等）を調べれば独力でできる

　　　　　　４　：　だいたいできる

　　　　　　５　：　できる

　　　【自己確認基準（比較）】

　　　　　　　　：　訓練受講前の自己確認結果

　　　　　　　　：　訓練受講後の自己確認結果

　　　　　　　　：　補講後の自己確認結果

入所期　：　

被覆アーク溶接（下向き

溶接、曲げ試験）

被覆アーク溶接（立ち向

き溶接）

被覆アーク溶接（立ち向

き溶接、曲げ試験）

備考

被覆アーク溶接（固定管

溶接施工）

溶接段取り（被覆アーク

溶接）

溶接施工（被覆アーク溶

接）

溶接施工管理

受講前平均

受講後平均

差分

能開　太郎

平成18年10月

氏名　：　

2.83

3.21

0.38

被覆アーク溶接（下向き

ビード置き）

被覆アーク溶接（水平す

み肉溶接、薄板下向き溶

接）

被覆アーク溶接（下向き

溶接）

習　得　度　自　己　確　認　シ　ー　ト

作業仕事No. 作業を行うのに必要とされる技能・技術及び知識

自己確認

（数値）

自己確認

（比較）

カリキュラムで設定した「到

達水準」または確認したい項

目を記載

訓練受講後の自己確認結果の数値が３に満た

ない受講者に対しては、補講を行い、補講後の

自己確認結果の数値が３以上となるよう指導

すること。

習得する仕事の作業

名を記入

仕事名を記入
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科　　　名　　　：　テクニカルメタルワーク科

入　所　期　　：　H○○年○○月

受講前 受講後

1 Ａ－１ 0.20 3.40

2 Ａ－２ 0.95 早期修了

3 Ａ－３ 0.80 早期修了

4 Ａ－４ 0.50 4.30

5 Ａ－５ 0.35 3.90

6 Ａ－６ 0.65 3.55

7 Ａ－７ 0.75 4.05

8 Ａ－８ 0.75 4.75

9 Ａ－９ 0.20 3.80

10 Ａ－１０ 0.10 3.50

11 測定未実施

12 測定未実施

13 Ａ－１３ 0.35 3.75

14 Ａ－１４ 0.00 4.35

15 Ａ－１５ 0.10 4.05

16

17

18

19

20

入　所　期　　：　H○○年○○月

受講前 受講後

1 Ｂ－１ 0.30 4.35

2 Ｂ－２ 0.25 3.55

3 Ｂ－３ 0.10 4.20

4 Ｂ－４ 0.55 3.95

5 Ｂ－５ 0.60 3.65

6 Ｂ－６ 0.35 3.40

7 Ｂ－７ 0.15 3.50

8 Ｂ－８ 0.30 3.30

9 Ｂ－９ 1.05 早期修了

10 Ｂ－１０ 0.35 3.65

11 Ｂ－１１ 0.90 早期修了

12

13

14

15

16

17

18

19

20

習得度自己確認結果集計表　（例１：受講生別の傾向（仕上がり像１＋２））

No. 氏名

自己評価
（数値）

自己評価
（数値）氏名No.

0 1 2 3 4 5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

N
o
.

自己評価（数値）

訓練受講前

訓練受講後

0 1 2 3 4 5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

N
o
.

自己評価（数値）

訓練受講前

訓練受講後
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確確認認・・評評価価用用課課題題（（例例）） 
課題名  

 
 給与計算と年末調整 
 

 
１．訓練科名  ビジネスワーク 科 
 
２．システム又は､仕上がり像 
 

システム番号 システム名 

ＳＳ２０３ 一般総務実務 
  ※注１ 上記システムの６ユニット目で習得度の確認・評価を実施する。 
   注２ 上記システム名に代わって確認・評価用課題に関連するユニット名を具体的に記載してもよい。 

   
又は 
 
仕上がり像 

  ※ 上記仕上がり像の習得度の確認・評価を行うために､第３､第６システムの早い時期に応用課題を設定し､実施す

る。 

 
３．訓練課題の作成上の留意事項 
 
 （１）標準作業時間   ６ 時間 
 
 （２）実施形態    グループ   個人  ※どちらかを記入 
         
 （３）留意点 
    ① 給与計算ユニットの課題７のデータをそのまま利用しているので、受講生自身

に手書きにより給与計算ユニットの課題７を完成させる。 
    ② 完成させた賃金台帳を基にして源泉徴収簿に手書きで年末調整を行う。 
    ③ 手書きによる賃金台帳と源泉徴収簿の作成イメージにより表計算ソフトで賃

金台帳と源泉徴収簿を作成する。 
 
４．訓練課題の実施上の留意点 
 
 （１）準備（配付資料等、受講生へ確認・評価課題を提示する際の留意点） 

配布資料等 
・ 「源泉徴収のあらまし」（国税庁 発行冊子）中の「給与に対する源泉徴収税額

の電算機計算の特例等」のページ部分、または「給与計算の源泉徴収税額表（月

額表）」 
・ 「賞与に対する源泉徴収税額の算出率の表」 
・ 「年末調整のしかた」」（国税庁 発行冊子）中の「電子計算機等による年末調
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整」のページ部分、または「年末調整等のための給与所得控除後の給与等の金

額の表」 
 

受講生へ確認・評価課題を提示する際の留意点 
・ 「給与計算の源泉徴収税額表（月額表）」や「年末調整等のための給与所得控

除後の給与等の金額の表」はかなり大きな表であるため、入力が大変である。

必要な部分のみの入力でもよいが、「給与に対する源泉徴収税額の電算機計算

の特例等」のページ部分や「電子計算機等による年末調整」のページ部分にあ

る方法によれば表の入力をする必要がなくなることを説明する。 
 
 （２）その他の留意点 

・ 表計算ソフト及びパソコン操作の習得度により全体を完成させるのが困難な

場合がある。その場合は、賃金台帳の部分のみまたは年末調整の部分のみの作

成でも可とする。その後、可能であれば自学自習課題として継続し全体を完成

させる。 
 
５．訓練課題評価シート（訓練課題自己確認表）の留意点 

・ 課題は、給与計算と年末調整であるがそれらの事務手続きを行う上でベースとして

必要な知識である労働保険と社会保険についても評価項目とした。 
・ 表計算ソフトを利用して課題を完成させるについて、計算式や関数は各受講生の任

意とし、基本データ（基本給や扶養者データ等）を変更すると賃金台帳と源泉徴収

簿がそれに応じて正しく再計算されるような帳票となっているかどうかを評価の

視点とする。 
 
６．訓練課題確認・評価の試行状況 
   ※試行した場合は、その状況について記載する。 

・ 賃金台帳を１２ヶ月分と賞与分、さらに源泉徴収簿を各種資料を含めてワークシー

ト上に展開していく場合、短い時間内でゼロから作成していくには表計算ソフト及

びパソコン操作についてレベルの高い知識・技能が要求されると思われる。従って、

受講生のレベルによって課題の完成度はまちまちになると予想される。 
・ 賃金台帳を一部（関数等を組み込まず数値デーのみ）提示しておき、通常給与を数

ヶ月分、賞与を１回分作成させ、主を源泉徴収簿の作成におくような方法も考えら

れる。 
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訓練課題評価シート（訓練課題自己確認表）

科名 ビジネスワーク科 平成 １６ 年 １０ 月生 氏  名

区分 細目 評価基準 0% 50% 100% 区分評価
労災保険の概要 目的を理解している。 1 2 3 4 5

被保険者及び保険給付について理解 1 2 3 4 5 平均
している。

労 雇用保険の概要 目的を理解している。 1 2 3 4 5
働 被保険者の範囲と被保険者に関する 1 2 3 4 5
保 手続きを理解している。 評価
険 保険給付の内容と給付の手続きに 1 2 3 4 5

ついて理解している。
労働保険料の徴収 費用の負担及び年度更新について 1 2 3 4 5

理解している。
健康保険の概要 目的を理解している。 1 2 3 4 5

被保険者及び被扶養者の範囲と 1 2 3 4 5
手続きを理解している。
保険給付の内容と給付の手続きに 1 2 3 4 5 平均
ついて理解している。

社 厚生年金保険の概要 目的を理解している。 1 2 3 4 5
会 被保険者の範囲と被保険者に関する 1 2 3 4 5
保 手続きを理解している。 評価
険 保険給付の内容と給付の手続きに 1 2 3 4 5

ついて理解している。
社会保険料の徴収 標準報酬の決定とその手続きについて 1 2 3 4 5

理解している。
費用の負担及び保険料の徴収と納付 1 2 3 4 5
について理解している。

労働基準法 賃金体系と控除額について理解して 1 2 3 4 5
いる。 平均
給与支払い５原則を理解している。 1 2 3 4 5

給 労働時間と割増賃金について理解して 1 2 3 4 5
与 いる。
計 月々の給与と賞与 給与の収入金額と所得金額の計算 1 2 3 4 5 評価
算 について理解している。

各社会保険の負担保険料率により 1 2 3 4 5
保険料の計算と徴収ができる。
源泉徴収に必要な資料及び別表を 1 2 3 4 5
用いて事務処理ができる。

年末調整の概要 実施理由、実施時期、対象者について 1 2 3 4 5
理解している。 平均
必要な書類や資料の種類を理解し準備 1 2 3 4 5

年 ができる。
末 事務手続きの手順を理解している。 1 2 3 4 5
調 源泉徴収簿の作成 源泉徴収簿の仕組みを理解している。 1 2 3 4 5 評価
整 各種控除の意味を理解し、控除額の 1 2 3 4 5

算出ができる。
年税額の算出と源泉徴収簿の作成が 1 2 3 4 5
できる。

パ 表計算ソフトの利用 ワークシート操作の基本を理解している。 1 2 3 4 5 平均
ソ 計算式や関数活用及び書式設定ができ 1 2 3 4 5
コ 体裁の整った帳票作成ができる。 評価
ン ＶＤＴ作業 作業環境を整え、安全衛生手順に従い 1 2 3 4 5
操 ＶＤＴ作業ができる。
作

縦列得点合計
総合計得点
総合計得点平均（÷２９）

判定評価点 判定
　平均 ４点超え Ａ 総合評価判定
　　　　 ３点超え ４点以下 Ｂ
　　　　 ２点超え ３点以下 Ｃ
　　　　 １点超え ２点以下 Ｄ
　　　　 １点以下 Ｅ
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確確認認・・評評価価用用課課題題（（例例）） 
課題名  

企画書作成・プレゼンテーション 
 
１．訓練科名 セールスビジネス 科 
 
２．システム又は､仕上がり像 
 

システム番号 システム名 
 プレゼンテーション活用 

  ※注１ 上記システムの６ユニット目で習得度の確認・評価を実施する。 
   注２ 上記システム名に代わって確認・評価用課題に関連するユニット名を具体的に記載してもよい。 

   
又は 
 
仕上がり像  

  ※ 上記仕上がり像の習得度の確認・評価を行うために､第３､第６システムの早い時期に応用課題を設定し､実施す

る。 

 
３．訓練課題の作成上の留意事項 
 
 （１）標準作業時間    ６ 時間 
 
 （２）実施形態    グループ   個人  ※どちらかを記入 
         
 （３）留意点 
    ①題意の主旨に沿った企画書を作成し、プレゼンテーションを成功させること 
    ②資料等は、各地域の実状に合わせたデータ等を用意し利用させること 
 
４．訓練課題の実施上の留意点 
 （１）準備（配付資料等、訓練生へ確認・評価課題を提示する際の留意点） 
 
 （２）その他の留意点 
 
５．訓練課題評価シート（訓練課題自己確認表）の留意点 

この評価はあくまで、自分のスキルチェックとそのスキルアップのために実施する

ものであり、評価は客観的な自己確認とし、またアドバイス等は「ここが悪い」では

なく「こう改善したらいかがですか」という提案型でお願いしたい。 
 
６．訓練課題確認・評価の試行状況 
   ※試行した場合は、その状況について記載する。 
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セールスビジネス科  総合課題（企画書作成・プレゼンテーション） 

 

次の[経緯]と[結果]から、あなたの意見を上層部に認めさせる材料となるような調査結果の報

告書を作成し、プロジェクト会議においてプレゼンテーションを行いなさい。 
なお、下記の内容以外に必要と思われることは、自由に創作してもかまいません。 

 
１．条 件 
（１）課題作成等標準時間：６時間（発表時間：1人８分以内） 
（２）使用機器等：PC+プレゼンテーション用ソフトウェア 
（３）準備物等：事前配布資料・評価用紙 
 

２．経 緯 
あなた（自分の名前）は、ポリテクデパートの本店企画事業部に勤務しています。消費不況が長引く中で、

新たな顧客開拓など当部への期待は高まっています。 
 あなたは女性をターゲットとした新たな顧客獲得を目指すプロジェクトの一員として活動していますが、

プロジェクトでは現在、通信カタログについての見直しを一番の課題としており、意見が次の二つに分かれ

ています。 
（１）現在ある通信カタログの全面見直し 
（２）現在ある通信カタログはそのまま残し、新たに女性向けカタログを制作 

 あなたは、（２）の意見を推しており、新しいカタログは女性の衣料雑貨、衣料品、宝飾品などを中心と

したもので、対象も２０歳から５０歳ぐらいを考えており、中でも若い女性、特に主婦層を新たに開拓した

いと思っています。しかし、プロジェクト内の意見はまとまらず、まだ流動的な状態です。 
 そこで、あなたは（２）の意見を推す同僚とともに、ターゲットである女性にアンケート調査を行い、そ

のデータによって意見を上層部に採用させたいと考えました。調査方法は、調査の実施を認めてもらいやす

くするために、自分たちが実際に当店の入口でお客様に直接お話を聞く方式をとることにしました。 
 上司の課長に口頭でこの旨を伝えたところ、了解を得ることができすぐに稟議がとおりましたので、次の

とおり実施しました。 
  （１）実施期間は、平成○年○月○日（月）～○日（日） 

（２）平日３日間（月・木・金）と週末（土・日）の５日間実施する 
 （３）実施場所は、○本店と○○店とし、○○店にも当部より人員を派遣する 

  （４）午前（１１時～）午後（２時３０分～）夕方（午後５時～）それぞれ２時間、１日３回実施する 
 （５）アンケート用紙は社内でコピーして作成する 

 
３．結 果 
アンケート調査の主な結果は次のとおり。 
対象：来店された女性 合計６５０名 
（20歳以下85名、21～30歳160名、31～40歳180名、41～50歳140名、5１歳以上85名） 
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（１）通販カタログで買い物をした経験があるか？（ある５２５人 ない１２５人） 
特徴：どの年齢層でも経験した人は予想より多く、中でも２１～４０歳の層で経験者の割合が特に

高い。また、この年齢層は、繰り返し定期的に利用しているリピーターの比率が、他の層に比

べて圧倒的に高い。 
（２）当店の通販カタログを利用した経験があるか？（ある２６０人 ない３９０人） 
（３）当店の通販カタログを知っているか？（知っている３８０人 知らない２７０人） 

特徴：当店の通販カタログを利用している人、知っている人とも年齢層が高いほど割合が高くなる。 
（４）通販カタログでよく買うものは？（１位：婦人衣料雑貨（下着・靴下など） ２位：婦人服 ３

位：収納用品 ４位：食料品 ５位：紳士服・紳士衣料雑貨） 
（５）当店の通販カタログでよく買うものは？（１位：婦人衣料雑貨（下着・靴下など） ２位：食料

品 ３位：紳士服・紳士衣料雑貨 ４位：その他） 
◎当店の通販カタログの印象（多かった意見）：①通販専門の会社よりも全体に値段が高く感じ

る ②品数が全体的に少ない 
 
◎若い年齢層の意見：①衣料品などは年齢層が高い感じがする ②ただ商品が並べてある感じで、

面白味がない 
◎比較的年齢層の高い方の意見：①品質のよいもの（特に食料品や寝具、紳士のワイシャツが人

気）が多く安心して買える ②いろいろな種類の商品が、記

載されているのがよい 
（６）当店のカタログで増やして欲しい品物（１位：婦人衣料雑貨 ２位：婦人服 ３位：食料品 ４

位：紳士服・紳士衣料雑貨 
 
 

４．フォーム  

表 紙 
 

概要等 
 

結 果 結 論
ｱﾝｹｰﾄ 
用 紙

（１）A4用紙１０枚程度 
（２）プロジェクト会議開催予定日 平成○年○月○日 

  （３）[表紙]には、分かりやすいタイトルと所属部署・氏名を入れること 
  （４）[概要等]は、企画書作成のポイント（６W２H）を参考にすること 
  （５）[結果]等は、分かりやすく表やグラフ（ビジュアルプレゼンテーション）で表すこと 
  （６）[経緯]・[結果]から、課題の趣旨に沿った[結論]を導き出すこと 
  （７）[ｱﾝｹｰﾄ用紙]は、マーケティングの手法に従い、[結果]から予想して作成すること 
 
 



付録３　習得度測定（参考例）

科名 セールスビジネス科

区分 項　　　　目

自信・態度 表現できたか 1 2 3 4 5

熱意 表現できたか 1 2 3 4 5 平均

声量・発表速度 適正だったか 1 2 3 4 5

動作・くせ 適正だったか 1 2 3 4 5

発表時間 標準時間内に収まるか 1 2 3 4 5 評価

資　　料 事前配布資料 適正に準備できたか 1 2 3 4 5

機器等活用 PC＋アプリ活用 活用できたか 1 2 3 4 5

興味の喚起 表現できたか 1 2 3 4 5
動機付け 表現できたか 1 2 3 4 5
テーマ・タイトル 適正だったか 1 2 3 4 5
提案の主旨・ねらい 適正だったか 1 2 3 4 5
提案の背景・分析 適正だったか 1 2 3 4 5
提案の基本的考え 適正だったか 1 2 3 4 5
提案の具体的中身 適正だったか 1 2 3 4 5
専門用語 適正だったか 1 2 3 4 5 平均
理解の確認 行えたか 1 2 3 4 5
ポイントのまとめ 適正だったか 1 2 3 4 5 評価
話の結び 適正だったか 1 2 3 4 5

質問への対応 適正だったか 1 2 3 4 5
総　　括 期待できる効果 あがると判断できるか 1 2 3 4 5

工夫/改善点の申告 縦列得点合計
総合計得点
総合計得点平均

判定評価点
平均４．５点以上

　　　３．５点以上４．５点未満

　　　２．５点以上３．５点未満

　　　１．５点以上２．５点未満

　　　１．５点未満 Ｅ

序　　論

本　　論

結　　論

Ｂ

課
題
仕
上
り

Ｃ
Ｄ

判定

Ａ 総合評価判定

発
表
者

細　　　目 評価基準 　　　50%　　　　区分評価

コミュニケーション

訓練課題自己確認表（セールスビジネス科　試行例（案））

平成　　年　　月生 氏　　　名 能開　太郎
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テクニカルメタルワーク科

訓練自己評価のための製作課題訓練自己評価のための製作課題訓練自己評価のための製作課題訓練自己評価のための製作課題

完成サンプル（正面） 完成サンプル（背面） 図面からの必要加工部品  

 

 

確確認認・・評評価価用用課課題題（（例例））  



付録３　習得度測定（参考例） 訓　練　課　題　評　価　シ　ー　ト訓　練　課　題　評　価　シ　ー　ト訓　練　課　題　評　価　シ　ー　ト訓　練　課　題　評　価　シ　ー　ト

科名科名科名科名 ﾃｸﾆｶﾙﾒﾀﾙﾜｰｸ科 平成　　　年　　　月生 氏　　　　　名氏　　　　　名氏　　　　　名氏　　　　　名

区分 項　　目 細　　目 評価基準
区分
評価

工程計画作成時間 作業手順、施工方法 標準時間１２０分以内　３０分超える毎 １ ２ ３ ４ ５

作業準備時間 部品加工、作業準備 標準時間１２０分以内　３０分超える毎 １ ２ ３ ４ ５

溶接作業時間 組立て溶接 標準時間３００分以内　３０分超える毎 １ ２ ３ ４ ５

(作業終了後の清掃等含む）
水張り漏れ検査　   
及び　水圧加圧試験

水張り時の水漏れ：　有　　無
補　修　溶　接　　 ：　有　　無

突合せ溶接 評価１：全線にわたり著しい表面欠陥
下向き                継手 No.1    　     やビード乱れが激しい溶接。　 １ ２ ３ ４ ５

立て向き             継手 No.2 評価２：ビード幅が不均一で又、多少 １ ２ ３ ４ ５

          の表面欠陥もある溶接。
隅肉溶接 評価３：目だった表面欠陥が無いが、

全周隅肉            継手 No.3         　過度に大きい又、小さい溶接。 １ ２ ３ ４ ５

全周隅肉            継手 No.4 評価４：全体的に適正な溶接幅で目 １ ２ ３ ４ ５

全周隅肉            継手 No.5           立つ表面欠陥も無いが部分 １ ２ ３ ４ ５

立て向き隅肉      継手 No.6           的に不均一なところがある。 １ ２ ３ ４ ５

立て向き隅肉      継手 No.7 評価５：全線において欠陥の無い均 １ ２ ３ ４ ５

立て向き隅肉      継手 No.8           一で適正なビード幅の溶接。 １ ２ ３ ４ ５

板取り、部品加工精度 評価１：未完成
各部材の接合位置 評価２：ひずみと部材精度の影響に
溶接ひずみ           より大きなズレと変形がある。

評価３：ひずみの影響で接合位置等
          に多少のズレと変形がある。
評価４：ひずみの影響が多少あるも
　　　　　ののほぼ寸法通り。
評価５：ひずみの影響がほとんど無
　　　　　くほぼ寸法通り。

グラインダー 器具の取り扱い 不適正使用毎 １ ２ ３ ４ ５

ガス切断機 器具の取り扱い 不適正使用毎 １ ２ ３ ４ ５

測定器、工具 器具の取り扱い 不適正使用毎 １ ２ ３ ４ ５

溶接機 機器の取り扱い（準備等） 不適正使用毎 １ ２ ３ ４ ５

気配り 他の作業者 他の作業者の妨げ行為毎
不安全作業行為毎

服装 作業服の着用状態 不良個所１カ所毎
保護具の適正使用 不良個所１カ所毎
帽子の着用 不良個所１カ所毎

工夫 作業工程の工夫 工夫した箇所毎
施工上の工夫 工夫した箇所毎
安全の工夫 工夫した箇所毎
清掃の工夫 工夫した箇所毎

改善 作業改善 指導内容よりも改善した項目毎
その他 項目毎

工夫/改善点の申告 縦列得点合計
総合計得点

総合計得点平均（÷２０項目）

判定評価点
　　　平均４．５点以上
　　　　　　３．５点以上４．５点未満
　　　　　　２．５点以上３．５点未満
　　　　　　１．５点以上２．５点未満
　　　　　　１．５点未満

評価１：10Kg/ｃｍ
2
　以下

評価２：10Kg/ｃｍ
2　
以上

評価３：20Kg/ｃｍ
2　
以上

評価４：40Kg/ｃｍ
2　
以上

評価５：50Kg/ｃｍ
2　
以上

１ ２

判定

２

 評価１マイナスする

0

９

ベースを５点とし

２

D

工
夫
／
改
善
点

　
安
全
作
業

作
業
方
法

作
業
時
間

　
各
溶
接
部
の
仕
上
が
り

 
全
体
の
仕
上
り
寸
法

　
　
水
圧
試
験

１ ２

４ ５

５

４ ５

減点法で採点

１

E

総合評価判定

１

１０

0

A
B
C

減点法で採点

加点法で採点

加点法で採点

減点法で採点

加点法で採点

注：水張り時に水漏れ又補修した場合

３ ４ ５

３

３

加点法で採点

３ ４

５ ６ ７ ８

0% 50% 100%
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◇ アンケート調査票 

 １ 求職者用アンケート ........................................ 121 

 ２ （別表）職種表 ............................................. 124 

 ３ 訓練受講者用アンケート ................................... 125 

 ４ 修了者用アンケート ........................................ 131 

 ５ 就職先事業所用アンケート ................................. 136 

 

＊ 就職先事業所に対する調査は、原則として職業訓練コースの修了者の就職し

た事業所へ訪問してヒアリングを行う。事業所等の都合によりヒアリングが

やむを得ず実施できなかった場合には、訓練実施施設から対象事業所の理解

を得た上で、アンケートにより実施することとしている。 

 

 

付録４ 

フォローアップ調査票の 

作成事例（離職者訓練） 
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求職者用アンケート

アンケート票

◇記入のお願い

アンケート実施機関　独立行政法人　雇用・能力開発機構　業務推進部能力評価課

※網掛け部分は調査担当者の記入欄

実施場所 担当者

説明会等名称

A あなた自身のことについてお聞かせください。
1 あなたの性別と年齢層（平成17年○○月○○月○○月○○月現在）に該当するところに○印を付けてください。

性別 年齢層

男 女
満20歳
未満

20～
29

30～
39

40～
49

50～
59

60歳
以上

1 2 1 2 3 4 5 6

2 あなたの経験した主な担当職種をお聞きします。
別表から経験年数の長い職種から3つまで選び、該当する数字を記入ください。
51(その他の職種従事者)を選択された方は、ご自身でイメージしている職種名を記入ください。
実務経験年数にも○印を付けてください。

実務経験年数
1年未満 1～3年 3～5年 5～9年 10～19年 20年以上

職種１ → 1 2 3 4 5 6
職種２ → 1 2 3 4 5 6
職種３ → 1 2 3 4 5 6

3 上記のご経験された担当職種での就業形態をお聞きします。該当するところに○印を
付けてください。

常雇
（フルタ
イム）

常雇
（パー
ト）

派遣
労働者

アルバイ
ト

自営 その他

職種１ 1 2 3 4 5 6
職種２ 1 2 3 4 5 6
職種３ 1 2 3 4 5 6

4 あなたの就業状況についてお聞きします。
あなたは現在働いていますか。

5 働いていない方にお聞きします。
離職期間はどの程度ですか。○印を付けてください。

1年未満 1～3年 3年以上

1 2 3

2

２．設問内容に不明な点がございましたら担当者に遠慮無くお尋ねください。
３．アンケートは、無記名となっておりますので率直なご回答及びご意見をご記入ください。

１．回答は、本アンケート票に直接ご記入の上、担当者にご提出願います。

働いている 働いていない

1
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求職者用アンケート

B 今回の説明会に参加して得た情報やそれまでにご存知の情報についてお聞かせください。
1 本説明会を受ける以前から職業訓練コースについて知っていましたか。

知っていた方は、どのように知りましたか。
（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）

１．ハローワーク・教育訓練機関・ヤングジョブスポット等に出向いたり、
　　電話をかけたりして情報を得た。
２．友人・知人からによる紹介で知った。
３．教育訓練機関の広告や情報誌で知った。
４．市報などの公共機関の広報誌で知った。
５．以前利用したことがある。
６．インターネットによる検索で知った。
７．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 本説明会にて職業訓練に関する情報を得て、さらに個別に説明や相談を受けたいと思いますか。

3 もっと受けたい方にお聞きします。どのような情報について知りたいですか。
（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）

１．企業・業界の実態及び求人動向について
２．採用面接の受け方など、求職活動の方法について
３．他にどのような訓練コースがあるか（種類、程度など、訓練コースの選択肢）
４．訓練コースの詳細な内容（カリキュラム、レベル、訓練目標、等）について
５．訓練コースの就職率
６．訓練コース修了者の具体的な就職先と待遇（就業形態、給与等）
７．訓練コース修了者の前職の状況等、事例等
８．訓練コース修了者が取得した資格等
９．訓練受講者、修了者、就職先事業所に対する過去のアンケート結果等
１０．キャリア形成について
１１．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4 十分であると回答された方へお聞きします、どのような情報が役にたちましたか。

１．求人動向について
２．訓練コースの内容について
３．これまでの就職状況
４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

C 求職者の要望・希望についてお聞きします。
1 あなたが就職（転職）を希望する職種についてお聞きします。

別表から希望する職種を3つまで選び、該当する数字を記入ください。
現在、未定の場合は、未定の欄に○印を付けてください。
また、希望就業形態についても○印を付けてください。

常雇
（フルタ
イム）

常雇
（パート
タイム）

派遣
労働者

アルバイト 自営 その他

職種1 → 1 2 3 4 5 6
職種2 → 1 2 3 4 5 6
職種3 → 1 2 3 4 5 6

→ 1 2 3 4 5 6

1

もっと説明や
相談を受けた

い

知っていた 知らなかった

未　定

2

説明会で提供
された情報で
十分である

2

1
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求職者用アンケート

Ｄ 1 今回、受講を希望する具体的な訓練コースが見つかりましたか。

2 今回、受講を希望する具体的な訓練コースをご記入ください。

3 訓練を受講したいけれど、受講を希望するに至らない理由があればお聞かせください。
（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）

１．受講レベルが合わないのではないかと不安である。
２．受講レベルに達する準備訓練があれば受講したい。
３．交通機関がなく、通所が難しい。
４．訓練コース数が少なく、選択できるものが見あたらなかった。
５．訓練コースの受講機会に関する情報を知る機会が不足しており、考える時間が不足している。
６．相談の機会が少なく、受講の判断材料に不足している。
７．その他の理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4 訓練コースの訓練期間は、あなたにとってどの程度が適切と思われますか。

１ヶ月
未満

１～３ ４～６
７～
　１年

１年以
上

1 2 3 4 5

5 訓練受講時間帯
土日
のみ

夜間
のみ

土日
夜間

平日 (注1)夜間とは、18時頃から２２時頃の時間帯を指します。

1 2 3 4

Ｅ その他、ご意見・ご要望等ございましたら自由にご記入ください。

以上で終了です。ご協力ありがとうございました。

(注2)平日とは、月曜から金曜までの9時頃から16時
　　頃の時間帯を指します。

1 2

見つかった。 見つからなかった。
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「職種表」 この番号を使用してください。

01 管理・監督職 01 経営管理者

02 経理・会計管理者

03 営業・販売管理者

04 品質・在庫管理監督者

05 生産・製造監督

06 建設・土木管理者

07 その他の管理・監督者

02 専門・技術職 08 調査・研究・開発従事者

09 服飾・美術・工芸専門従事者（デザイナー等）

10 財務・経営専門従事者（会計士、税理士等）

11 機械・電気技術者（機械・電気設計、製造、管理）

12 生産管理技術者（工程管理、品質･商品管理）

13 建築・土木・測量技術者（建築士、測量士）

14 情報処理技術者（システムエンジニア、プログラマー）

15 その他の専門・技術職

03 事務職 16 一般事務（総務、企画、受付、案内）

17 経営部門事務職（現金等の出納、会計帳簿の記入等）

18 生産部門関連事務職（工程等の記録、出荷、荷受等の事務）

19 営業・販売部門事務職（営業・販売等に伴う事務処理）

20 その他の事務的従業員

04 販売・営業職 21 商品販売員（小売店、卸売店）

22 商品仕入、販売外交員

23 不動産、保険関係等販売営業職（不動産の仲介、販売及び生命・損保外交員）

24 その他の販売・営業従事者

05 技能工・ 25 金属材料製造従事者（鋳鉄、鋳造、鍛造等）

生産工程従事者 26 化学製品製造従事者（化学薬品・肥料、化学製品、医療薬品等）

27 金属加工・溶接従事者（旋盤、プレス、板金、溶接等）

28 一般機械器具製造従事者（工作機械、建設機械等の組立）

29 電気･電子機械器具製造従事者（電気器具、半導体製品等）

30 輸送機械製造従事者（自動車、鉄道車両等）

31 整備・補修関連従事者（自動車、一般機械等）

32 食品関係製造従事者（食品原料、食料品等）

33 衣服関係製造従事者（仕立、縫製、裁断等）

34 木材関係製造従事者（木工、製材、家具、建具等）

35 印刷・製本関係従事者（製版、印刷、製本等）

36 電気関係従事者（配電線、通信線架設、電気工事等）

37 機械・建設製図関係従事者（製図、写図等）

38 建設機械運転従事者（クレーン、ブルトーザ等）

39 建設作業者（大工、左官、型枠工等）

40 建設労務・土木作業員（建設現場の建設労務・土木作業員）

41 その他の技能工・生産工程従事者

06 運輸・ 42 旅客・貨物自動車運転手

通信従事者 43 通信従事者（電話交換手等）

44 その他の運輸・通信従事者

07 サービス・ 45 生活衛生サービス（理容、美容、クリーニング等）

保安職従事者 46 家事・福祉・医療サービス（ハウスキーパ、医療介護、介助保護等）

47 調理・接客・給仕（飲食、宿泊等に係わる対個人サービス）

48 居住施設・ビル管理（マンション、ビル、駐車場の管理人）

49 保安サービス（個人・事業所の警備員、建設現場誘導員、自動車交通擁護員等）

50 その他のサービス・保安職業従事者

08
その他の
職種従事者 51 その他
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訓練受講者用アンケート票（Ａ）

アンケート票（Ａ）

◇記入のお願い

アンケート実施機関　独立行政法人　雇用・能力開発機構　業務推進部能力評価課

※網掛け部分は調査担当者の記入欄
訓練受講施設名 担当者

訓練コース名 月入所 １部 ２部

訓練期間

A あなた自身のことについてお聞かせください。
1 あなたの性別と年齢層（平成17年○○月○○月○○月○○月現在）に該当するところに○印を付けてください。

性別 年齢層

男 女
満20
歳未満

20～
29

30～
39

40～
49

50～
59

60歳
以上

1 2 1 2 3 4 5 6

2 あなたの経験した主な担当職種をお聞きします。
就業経験のない方は、設問Ｂへお進みください。
別表から経験年数の長い職種を3つまで選び、該当する数字をご記入ください。
51(その他の職種従事者)を選択された方は、ご自身でイメージしている職種名をご記入ください。
実務経験年数にも○印を付けてください。

実務経験年数
1年未満 1～3年 3～5年 5～9年 10～19年 20年以上

職種１ → 1 2 3 4 5 6
職種２ → 1 2 3 4 5 6
職種３ → 1 2 3 4 5 6

3 上記の経験した担当職種での就業形態をお聞きします。該当するところに○印を付けてください。

常雇
（フル
タイ
ム）

常雇
（パー
トタイ
ム）

派遣
労働者

ｱﾙﾊﾞｲﾄ 自営 その他

職種１ 1 2 3 4 5 6
職種２ 1 2 3 4 5 6
職種３ 1 2 3 4 5 6

B 現在受講しているコースや訓練に関する情報についてお聞かせください。
1 職業訓練コースに関する情報は、どのように知りましたか。

（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）

1

2
3
4
5
6
7

以前利用したことがある。
インターネットによる検索で知った。
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ハローワーク・教育訓練機関・ヤングジョブスポット等に出向いたり、電話をかけたり
して情報を得た。

友人・知人からによる紹介で知った。
教育訓練機関の広告や情報誌で知った。
市報などの公共機関の広報誌で知った。

１．回答は、本アンケート票に直接ご記入の上、担当者にご提出願います。
２．設問内容に不明な点がございましたら担当者に遠慮無くお尋ねください。
３．アンケートは、無記名となっておりますので率直なご回答及びご意見をご記入ください。

６ヶ月 ３ヶ月 　ヶ月

- 125 -
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訓練受講者用アンケート票（Ａ）

2 入所する前に、職業訓練に関係する説明会、相談、見学会に参加したことがありましたか。

① ② ③

C 受講している訓練コースに関するお考えをお聞きします。
1 入所に際して次の項目の説明や手続きはいかがでしたか。

① 訓練コースの説明

② 訓練施設利用の案内

③ 質問への回答

④ （その他の意見・要望）

2 訓練コースを選択する際に重要視する事項をお聞かせください。
（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）

1 訓練目標への到達度

2 専門的知識の習得

3 専門技能・技術の習得

4 講師の指導方法

5 訓練の期間（6ヶ月など）

6 訓練の時間帯（昼間、土日、夜間）

7 能力開発施設の立地、交通の利便性

8 コースの評判や社会的評価

9 受講に必要なテキスト等の経費

10 コースの定員数

11 資格取得状況などの実績

12 就職率等の実績

（その他の重視する項目等）

以上で終了です。ご協力ありがとうございました。

訓練施設見学会

ある ない

1 2

ない

1 2

ある ない

1 2

1

1

分かりやす
かった（簡単
であった）

ある

3

3

3

訓練コース等説明会
ハローワーク又は訓練
施設における個別相談

2

2

1

分かりにく
かった（難し
かった）

説明を受けな
かった

2
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訓練受講者用アンケート票（Ｂ）

アンケート票（Ｂ）

◇記入のお願い

アンケート実施機関　独立行政法人　雇用・能力開発機構　業務推進部能力評価課

※網掛け部分は調査担当者の記入欄
訓練受講施設名 担当者

訓練コース名 月入所 １部 ２部

訓練期間

Ｄ 受講している訓練コースに関するお考えをお聞きします。
1 現在受講中の訓練コースに関する次の①～⑬の各事項に対してどの程度満足されていますか。

また、具体的にご要望・意見等ありましたら意見欄に簡単に記載してください。

①

②
（意見・要望等）

③ 訓練カリキュラムは適切でしたか。

④ 訓練の期間は適切と思われますか。

⑤ 訓練の時間帯は適切でしたか。

⑥ 訓練に係る経費は適切でしたか。

⑦
81%～
 100%

61%～
 80%

51%～
 60%

 50%
未満

1 2 3 4

⑧

（カリキュラム等に対する意見・要望等）

⑨ 講師の指導方法

⑩ 訓練の進行・速度

⑪ 使用教材

⑫ 使用機器

⑬

（指導方法等に対する意見・要望等）

以上で終了です。ご協力ありがとうございました。

３．アンケートは、無記名となっておりますので率直なご回答及びご意見をご記入ください。

役立っている 一部役立っている 役だっていない

６ヶ月 ３ヶ月 　ヶ月

３ヶ月間訓練を受講してその間の訓練目標におおよ
そ到達できましたか。

ほぼ適切であ
る。

1

1 2 3

一部不適切で
あった。

1 2

1 2

1 2

3

2

2

ほぼ適切であ
る。

一部不適切で
あった。

不適切であっ
た。

1 2

31 2

31 2

3

１．回答は、本アンケート票に直接ご記入の上、担当者にご提出願います。
２．設問内容に不明な点がございましたら担当者に遠慮無くお尋ねください。

不適切であっ
た。

1 3

3

3

3

就業経験が
無く、わか
らない。

訓練を受講するに当たってあなたがこれまでの就業で得た知識及び経験は、訓練内容を理解
する上で役立ちましたか。

4
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訓練受講者用アンケート票（Ｃ）

アンケート票（Ｃ）

◇記入のお願い

アンケート実施機関　独立行政法人　雇用・能力開発機構　業務推進部能力評価課

※網掛け部分は調査担当者の記入欄
訓練受講施設名 担当者

訓練コース名 月入所 １部 ２部

訓練期間

Ｄ 受講している訓練コースに関するお考えをお聞きします。
1 現在受講中の訓練コースに関する次の①～⑭の各事項に対してどの程度満足されていますか。

また、具体的にご要望・意見等ありましたら意見欄に簡単に記載してください。

①

②
（意見・要望等）

③ 訓練カリキュラムは適切でしたか。

④ 訓練の期間は適切と思われますか。

⑤ 訓練の時間帯は適切でしたか。

⑥ 訓練に係る経費は適切でしたか。

⑦
81%～
 100%

61%～
 80%

51%～
 60%

 50%
未満

1 2 3 4

⑧
81%～
 100%

61%～
 80%

51%～
 60%

 50%
未満

1 2 3 4

⑨
（カリキュラム等に対する意見・要望等）

⑩ 講師の指導方法

⑪ 訓練の進行・速度

⑫ 使用教材等

⑬ 使用機器等

⑭
（指導方法等に対する意見・要望等）

３．アンケートは、無記名となっておりますので率直なご回答及びご意見をご記入ください。

1 2 3

役立っている 一部役立っている 役だっていない

６ヶ月 ３ヶ月 　ヶ月

1 2

1 2

3

3

3

31 2

訓練期間全体の訓練を受講して、訓練目標におおよ
そ到達できましたか。

1 3

1 2

2

不適切で
あった。

3

不適切で
あった。

１．回答は、本アンケート票に直接ご記入の上、担当者にご提出願います。
２．設問内容に不明な点がございましたら担当者に遠慮無くお尋ねください。

ほぼ適切で
ある。

一部不適切
であった。

1 2

ほぼ適切で
ある。

一部不適切
であった。

後半３ヶ月間、訓練を受講してその間の訓練目標に
おおよそ到達できましたか。

31 2

訓練を受講するに当たってあなたがこれまでの就業で得た知識及び経験は、訓練内容を理解
する上で役立ちましたか。

就業経験が
無く、わか
らない。

4

31 2
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訓練受講者用アンケート票（Ｃ）
2 訓練実施施設が行う就職支援についてお聞きします。

次の就職支援の内容で該当するものに○印を付けてください。

① 企業・業界に関する情報の提供

② 求人情報の提供

③ 会社訪問や面接方法の指導

④ 就職に関する個別相談

⑤ キャリア形成に関する個別相談

⑥
（就職支援等に対する意見・要望等）

3 修了後の職業能力開発の必要性についてお聞きします。
修了後も公共職業能力開発施設等であなたの職業能力（専門的知識、技能・技術）の向上に関する支援を
受けたいと思いますか。

Ｅ その他、ご意見・ご要望等ございましたら自由にご記入ください。

以上で終了です。ご協力ありがとうございました。

2

3

1 2 3

役立つ 不十分
役に立たな

い

1 2

3

1 2 3

1 2

1 2

思う 思わない

31
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「職種表」 この番号を使用してください。

01 管理・監督職 01 経営管理者

02 経理・会計管理者

03 営業・販売管理者

04 品質・在庫管理監督者

05 生産・製造監督

06 建設・土木管理者

07 その他の管理・監督者

02 専門・技術職 08 調査・研究・開発従事者

09 服飾・美術・工芸専門従事者（デザイナー等）

10 財務・経営専門従事者（会計士、税理士等）

11 機械・電気技術者（機械・電気設計、製造、管理）

12 生産管理技術者（工程管理、品質･商品管理）

13 建築・土木・測量技術者（建築士、測量士）

14 情報処理技術者（システムエンジニア、プログラマー）

15 その他の専門・技術職

03 事務職 16 一般事務（総務、企画、受付、案内）

17 経営部門事務職（現金等の出納、会計帳簿の記入等）

18 生産部門関連事務職（工程等の記録、出荷、荷受等の事務）

19 営業・販売部門事務職（営業・販売等に伴う事務処理）

20 その他の事務的従業員

04 販売・営業職 21 商品販売員（小売店、卸売店）

22 商品仕入、販売外交員

23 不動産、保険関係等販売営業職（不動産の仲介、販売及び生命・損保外交員）

24 その他の販売・営業従事者

05 技能工・ 25 金属材料製造従事者（鋳鉄、鋳造、鍛造等）

生産工程従事者 26 化学製品製造従事者（化学薬品・肥料、化学製品、医療薬品等）

27 金属加工・溶接従事者（旋盤、プレス、板金、溶接等）

28 一般機械器具製造従事者（工作機械、建設機械等の組立）

29 電気･電子機械器具製造従事者（電気器具、半導体製品等）

30 輸送機械製造従事者（自動車、鉄道車両等）

31 整備・補修関連従事者（自動車、一般機械等）

32 食品関係製造従事者（食品原料、食料品等）

33 衣服関係製造従事者（仕立、縫製、裁断等）

34 木材関係製造従事者（木工、製材、家具、建具等）

35 印刷・製本関係従事者（製版、印刷、製本等）

36 電気関係従事者（配電線、通信線架設、電気工事等）

37 機械・建設製図関係従事者（製図、写図等）

38 建設機械運転従事者（クレーン、ブルトーザ等）

39 建設作業者（大工、左官、型枠工等）

40 建設労務・土木作業員（建設現場の建設労務・土木作業員）

41 その他の技能工・生産工程従事者

06 運輸・ 42 旅客・貨物自動車運転手

通信従事者 43 通信従事者（電話交換手等）

44 その他の運輸・通信従事者

07 サービス・ 45 生活衛生サービス（理容、美容、クリーニング等）

保安職従事者 46 家事・福祉・医療サービス（ハウスキーパ、医療介護、介助保護等）

47 調理・接客・給仕（飲食、宿泊等に係わる対個人サービス）

48 居住施設・ビル管理（マンション、ビル、駐車場の管理人）

49 保安サービス（個人・事業所の警備員、建設現場誘導員、自動車交通擁護員等）

50 その他のサービス・保安職業従事者

08
その他の
職種従事者 51 その他
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修了者用アンケート

アンケート票

◇記入のお願い

アンケート実施機関　独立行政法人　雇用・能力開発機構　業務推進部能力評価課

※網掛け部分は調査担当者の記入欄
訓練修了施設名 担当者

修了訓練コース名 月修了 １部 ２部

訓練期間

A あなた自身のことについてお聞かせください。
1 あなたの性別と年齢層（平成17年○○月○○月○○月○○月現在）に該当するところに○印を付けてください。

性別 年齢層

男 女
満20
歳未満

20～
29

30～
39

40～
49

50～
59

60歳
以上

1 2 1 2 3 4 5 6

2 あなたは現在働いていますか。

離職した理由をお聞かせください。

労働条件・職場環境が合わなかった労働条件・職場環境が合わなかった労働条件・職場環境が合わなかった労働条件・職場環境が合わなかった

　　　※具体的にあれば○印を付けてください。

１．賃金　　 ２．勤務時間 ３．就業場所 ４．仕事内容
５．職場の人間関係 ６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

習得した知識・技能が不十分だった習得した知識・技能が不十分だった習得した知識・技能が不十分だった習得した知識・技能が不十分だった

　　　※具体的にあれば○印を付けてください。

１．実務経験を求められる。 ２．必要資格がない。 ３．要求レベルが高い
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（具体的に）その他（具体的に）その他（具体的に）その他（具体的に）

「働いていない」と回答した方は、設問Dへお進みください。

3 離職者訓練修了後、仕事が決まった経緯について該当するところに○印を付けてください。

その他

8

3

友人・知人・
親戚の紹介

３ヶ月 　ヶ月

2

理　　　由

訓練施設の
紹介

1

ハローワーク
の紹介

６ヶ月

1

6 7

新聞広告等 求人誌 インターネット
前職の職場か

らの紹介

修了後３ヶ月以
内に離職

3 4 5

１．回答は、本アンケート票に直接ご記入の上、担当者にご提出願います。
２．設問内容に不明な点がございましたら担当者に遠慮無くお尋ねください。
３．アンケートは、無記名となっておりますので率直なご回答及びご意見をご記入ください。

最近離職

働いていない

2 3

働いている

1

2
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修了者用アンケート

4 仕事の内容をお聞かせください。次表の勤務形態、勤務先業種、事業所規模の各項目について
該当する番号に○を付けてください。
4-1　勤務形態 4-2　勤務先業種 4-3　事業所規模
１．常用雇用（フルタイム） 1．建設業 １．０～9人

２．常用雇用（パートタイム）２．製造業 ２．１０～29人

３．派遣
労働者 ３．電気
ガス
熱供給
水道業 ３．30～４９人

４．アルバイト ４．運輸
通信業 ４．５０～99人

５．自営 ５．卸売
小売業
飲食店 ５．１００～299人

６．人材センター登録 ６．金融
保険業 ６．300人以上

７．その他 ７．不動産業

具体的に ８．サービス業

（　　　　　　　　）　 （人材派遣会社等）

９．その他

具体的に

（　　　　　　　　）　

5 職種についてお聞かせください。
別表から就職後担当している職種を選び、該当する数字を記入ください。
51(その他の職種従事者)を選択された方は、ご自身でイメージしている職種名をご記入ください。

B あなたの現在のおおよその月収についてお聞かせください。
1 月収の額は手取り金額で結構です。

2 訓練受講前に就いていた仕事での月収と比較していかがですか、該当するものに○を付けてください。

5
割
以
上

２
～
４
割

１
割
程
度

変
わ
ら
な
い

1
割
程
度

2
～
4
割

5
割
以
上

1 2 3 4 5 6 7

3 役職（管理的、指導的な業務）についておられますか。

4 役職（管理的、指導的な業務）についておられる方にお聞きします。
現在の役職は希望通りですか。

20万～
　　　24万

収入が増えた 収入が減った

25万～
　　　29万

希望どおり

1

希望以上

2

訓
練
受
講
前
に

比
較
で
き
る

仕
事
に
就
い
て
い
な

か
っ
た
。

8

30万～
　　　34万

*お勤めの事業所に本社が別途
あれば本社含めた総数でお願
いします。

40万以上

5 6 7

15万未満
15万～

　　　19万

1 2 3 4

35万～
　　　39万

差し障りなければ、役職名をお書きくださ
い。

その他

4

役職名希望以下

3

ついていない

1

ついている

2

担当職種
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修了者用アンケート

C 受講した訓練と現在の仕事についてお聞きします。

1 あなたにとって訓練を受講したことは適切でしたか。

2 適切であったと答えた方は、その理由について該当する中から番号に○印をつけてください。
（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）
（職業能力に関して）

1 前職の経験と知識に関係なく訓練で習得した内容が今の仕事に活用できている。
2 前職の経験と知識を訓練で習得した内容と組み合わせて今の仕事に活用できている。
3 仕事に必要な資格を取得できた。

（人的交流に関して）

5 その他の訓練生との交流で得た知識が今の仕事に活用できている。
6 その他の訓練生との交流で得た人脈が今の仕事に活用できている。

7
（その他）

3 不適切であったと答えた方は、その理由について該当する中から番号に○印をつけてください。
（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）
1 訓練コースに関係ない職種に就職している。
2 訓練で習得した内容が基礎的すぎるため今の仕事に活用できていない。
3 訓練内容が十分に習得できていなかった。

4
（その他）

4 受講した訓練は現在の仕事と関連していますか。

5 関連する仕事で、どの程度訓練内容が役立っていますか。

知識
技能・技術
具体的にどのような知識・技能が役だっていますか

51%～60%

2

役に立って
ない

5
4 5

 50%未満

4
3
3

習得した訓練内
容は、どの程度
役だっています
か

1 2

1

81%～ 100% 61%～80%

1

21

2 3

関連する
仕事が多い

4
訓練施設との関係ができたことで必要に応じて教わった指導員に相談又はフォローしてもら
える。

3

一部関連する
仕事がある

関連する
仕事はない

ほぼ適切で
あった。

不適切で
あった

よくわから
ない。
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修了者用アンケート

Ｄ あなたの今後のスキルアップ（職業能力開発）に対するお考えについて伺います。
1 今後、技能・技術を向上する職業訓練を受けてみたいと思いますか

2 訓練の受講機会は、どのような形態がよいですか。番号に○印を付けてください。
（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）

受講形態を選択してください
1 通信訓練
2 民間教育訓練機関への訓練コース参加
3 公共職業能力開発施設への訓練コース参加
4 インターネットを利用した教育
5 就職先事業所内の研修
6 職場内でのＯＪＴ

その他（具体的に受講したいテーマ）

受けたくないまたは受けられない理由をお聞かせください。
3 （いくつでも該当する番号に○を付けてください。）

1 現状では必要性を感じない
2 自分が希望する訓練コースが無い
3 事業所に訓練コースを受講できる機会が設けられていない
4 仕事が忙しくて受講できる状況にない。
5 訓練コースを受講したくても実施時期、場所の関係で受講できない。
6 その他（具体的に）

Ｅ その他、ご意見・ご要望等ございましたら自由にご記入ください。

以上で終了です。ご協力ありがとうございました。

受けたい
受けたくない

または
受けられない

7

1 2
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（別表）
「職種表」 この番号を使用してください。

01 管理・監督職 01 経営管理者

02 経理・会計管理者

03 営業・販売管理者

04 品質・在庫管理監督者

05 生産・製造監督

06 建設・土木管理者

07 その他の管理・監督者

02 専門・技術職 08 調査・研究・開発従事者

09 服飾・美術・工芸専門従事者（デザイナー等）

10 財務・経営専門従事者（会計士、税理士等）

11 機械・電気技術者（機械・電気設計、製造、管理）

12 生産管理技術者（工程管理、品質･商品管理）

13 建築・土木・測量技術者（建築士、測量士）

14 情報処理技術者（システムエンジニア、プログラマー）

15 その他の専門・技術職

03 事務職 16 一般事務（総務、企画、受付、案内）

17 経営部門事務職（現金等の出納、会計帳簿の記入等）

18 生産部門関連事務職（工程等の記録、出荷、荷受等の事務）

19 営業・販売部門事務職（営業・販売等に伴う事務処理）

20 その他の事務的従業員

04 販売・営業職 21 商品販売員（小売店、卸売店）

22 商品仕入、販売外交員

23 不動産、保険関係等販売営業職（不動産の仲介、販売及び生命・損保外交員）

24 その他の販売・営業従事者

05 技能工・ 25 金属材料製造従事者（鋳鉄、鋳造、鍛造等）

生産工程従事者 26 化学製品製造従事者（化学薬品・肥料、化学製品、医療薬品等）

27 金属加工・溶接従事者（旋盤、プレス、板金、溶接等）

28 一般機械器具製造従事者（工作機械、建設機械等の組立）

29 電気･電子機械器具製造従事者（電気器具、半導体製品等）

30 輸送機械製造従事者（自動車、鉄道車両等）

31 整備・補修関連従事者（自動車、一般機械等）

32 食品関係製造従事者（食品原料、食料品等）

33 衣服関係製造従事者（仕立、縫製、裁断等）

34 木材関係製造従事者（木工、製材、家具、建具等）

35 印刷・製本関係従事者（製版、印刷、製本等）

36 電気関係従事者（配電線、通信線架設、電気工事等）

37 機械・建設製図関係従事者（製図、写図等）

38 建設機械運転従事者（クレーン、ブルトーザ等）

39 建設作業者（大工、左官、型枠工等）

40 建設労務・土木作業員（建設現場の建設労務・土木作業員）

41 その他の技能工・生産工程従事者

06 運輸・ 42 旅客・貨物自動車運転手

通信従事者 43 通信従事者（電話交換手等）

44 その他の運輸・通信従事者

07 サービス・ 45 生活衛生サービス（理容、美容、クリーニング等）

保安職従事者 46 家事・福祉・医療サービス（ハウスキーパ、医療介護、介助保護等）

47 調理・接客・給仕（飲食、宿泊等に係わる対個人サービス）

48 居住施設・ビル管理（マンション、ビル、駐車場の管理人）

49 保安サービス（個人・事業所の警備員、建設現場誘導員、自動車交通擁護員等）

50 その他のサービス・保安職業従事者

08
その他の
職種従事者 51 その他
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就職先事業所用アンケート

アンケート票

◇記入のお願い

調査実施機関　独立行政法人　雇用・能力開発機構　業務推進部　能力評価課

※網掛け部分は調査担当者の記入欄

訓練修了施設名 担当者

H 年 月修了

訓練期間

A 回答に先立ち、次の１～３の事項についてご確認くださいますようお願いいたします。
間違い等ございましたら余白に修正願います。

1 貴社名

2 所在地

お電話番号

3 貴事業所は以下の内、どれに当たりますか。

1 複数の事業所がある企業の本社部門

2 複数の事業所がある企業の一事業所

3 単一事業所

4 お名前

B 貴社の採用について
1 貴社で職業訓練コースの修了生を採用する際の理由は、何ですか。

（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）

1
2

3

4

その他（具体的に）

2 最近3年間での採用実績(アルバイト・嘱託含む。）と就業形態はいかがですか。

① 新卒採用数 名 名 名 名

② 中途採用数 名 名 名 名

3 現在、採用の予定があると仮定して、職業訓練コースの修了者を継続して採用しますか。
番号に○印を付けてください。

具体的な理由をお書きください。

1 採用したい

2 採用したくない

3 分からない

派遣

名名

ご回答者の所属
部署

名
公共職業訓練の
修了生採用数

定数の補充

事業拡大

訓練を修了しているのでＯＪＴに手間がかからず、すぐに
仕事ができる。

名

常用雇用

（フルタイ

ム）

常用雇用

（パート）
アルバイト

１．回答は、本アンケート票に直接ご記入の上、担当者にご提出願います。
２．設問内容に不明な点がございましたら担当者に遠慮無くお尋ねください。
３．率直なご回答及びご意見をお寄せいただきますようお願いいたします。

６ヶ月 ３ヶ月 　ヶ月

修了生受講
訓練コース名

③
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4 貴事業所において訓練施設修了者とほぼ同年齢の従業員と比較して定着率はどのようになっていますか。

1 修了生が高い
2 ほぼ同じ
3 機構施設修了生の方が低い
4 採用したばかりなので何とも言えない
5 その他

5 貴社で職業訓練コースの修了者を採用する際に特に重視する事項は何ですか。
（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）

1 前職のキャリア、実務経験

2 受講カリキュラムの内容（訓練科目）

3 訓練で習得した知識の内容

4 訓練で習得した技能・技術の内容

5 仕事に役立つ実践力

6 訓練で作成した具体的課題作品（訓練成果）

7 取得している資格

8 訓練の出席状況

9 面接時のやる気

その他（具体的に）

6 採用した修了者は受講した訓練内容と関連した仕事に就いていますか。

1 就いている

就いていたが現在は異なる仕事

　理由をお教えくだい 1 訓練内容に関する職種がなくなった

2 事業所の方針で転属になった

3 訓練内容と関連しない部署へ採用者が希望した

4 昇進など

5 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

はじめから就いていない

　理由をお教えくだい 1 訓練内容に関する職種がない

2 前職のキャリアを優先した

3 事業所の方針で配属しなかった

4 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

わからない

　理由をお教えくだい 1 訓練内容を把握していない

2 退職した　（平成　　　　年　　　　月頃）

3 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 修了者の採用者で採用後何らかの役職（管理的、指導的な業務）についておられる方がいますか。

差しさわりがなければ、役職名を記入指定ください。

1 就いている 役職名

2 就いていない

Ｃ 1 貴社に職業訓練コースの修了者を採用して、良かったと思いますか。

1 良かった

2 良くなかった

2

1

2

3

4

5

6
その他（具体的に）

Ｄ 貴社の従業員の教育訓練についてお聞きします。
1 貴社では、昨年度以降に従業員の教育訓練のためにOFF-JTを実施しましたか。

（平成16年4月～平成17年度現在）

2

10

3

4

良かった点はどのようなことですか。（いくつでも該当する番号に○を付けてください。）

OJTの効率化

具体的には把握していない。

品質の向上（仕事の品質、製品・サービスの品質）

意識の向上（他の従業員の仕事に対する意識への好影響）

人材の確保に係るコスト低減（採用に係る経費、会社説明会に係る経費低減等）

生産性の向上（仕事の数量・仕事に要する時間短縮）

調査の実施時期に合
わせて変更すること。
平成１８年度の場合
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※OFF－JTとは、通常の仕事から一時的に離れて行う教育訓練（研修等）

2 貴社では、公共職業能力開発施設に依頼して従業員の教育訓練について相談したいと思いますか。

Ｅ 1 貴社に対して公共職業能力開発施設より提供される情報の利用についてお聞きします。
それぞれの情報について、該当する番号に○印を付けてください。

① 企業・業界の実態及び求人動向について

② 訓練コース情報（訓練コース種類、程度など）

③

④ 職業訓練コースを修了する求職者の情報

⑤

⑥ 従業員に対するキャリア形成についての相談・援助

⑦ 施設開放

Ｆ その他、訓練コースに対するご意見・ご要望等ございましたらご記入ください。

以上で終了です。ご協力ありがとうございました。

過去の訓練生、修了生、就職先事業所のアンケート結
果等

2

思う 思わない

1

実施しなかった

2

2
訓練コースの詳細な内容（カリキュラム、レベル、訓
練目標、取得資格の種類等）について

1

実施した

利用していな

いが知ってい

る

1

知らない

1 2

32

3

1

1

利用した

32

2

2

3

3

2 3

3

1

1

1

わせて変更すること。
平成１８年度の場合
は、（平成17年4月～
平成18年度現在）
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